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美人とファッション
はじめにこの世に生きている人間は、男と女だけである。本稿は〝女性美〟が主なるテーマになっている。女性はその体から魅力なるものを発散し、男
の心をとらえ、また社会のひとびとを和合させるふしぎな力をもっている。女の
盛せい
色しょく
（うつくしい顔）は、せいぜい十年といわれ、老いるにつ
れて、容色がおとろえるのがふつうである。が、老いてますます
粧しょう
飾しょく
に努めるひともいる。
女性はいつまでも形
けい
態たい
（かたち）の美をとどめることができないのである。
男女が装
よそお
うのは何のためか。ひとつは他人を意識して、うわべを飾るため、ふたつはその時代のはやりに便乗したいがためであろうし、三つは
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じぶんが愛する者のためであろう。身づくろいに気をとめぬ無精者であっても、多少着るものに意を用いるであろう。ひとはどんな職業に従事していても、あるていど容儀を正す必要があるのである。容貌をつくり、衣服をととのえるのは、人にたいする礼儀という（水原翠香女史「
姿すがた
見み
鏡かがみ
」 『太陽』第３巻所収、明治
30・１） 。
女性は外見をきれいに装いたいとき、何をするのであろうか。婦人はまず鏡にむかって、じぶんの容姿をみるであろう。いちばん人目につく髪
に注意をむけ、びんのほつれを正したのち、化粧するかもしれない ついでじぶんをかっこよく、あ い 美しくみせたいといった意匠上の欲求から、衣服でもって身を飾ろうとするであろう。いずれにせよ女性は、じぶんが生れ育った国の気風や当時 流行から離れるこ が きないのである。
一
　
美とはなにか
本稿の各項目にわけ入るまえに、 〝美〟についてのべておく必要がある。美とはいかなるものか。日本語で〝美〟といえば、　
目にうつくしい。
　
みめよい。
　
きれい。
の意である。中国から伝来して日本語となった漢語にも、 〝美〟をかぶせた語がたくさんある。女性 顔かたちや姿 形容したものに、
美び
姫き
（美女）
　　
美人
　　
美び
貌ぼう
（顔がうつくしいこと）
美び
目もく
盼へん
兮たり
（ぱっちりとした、つぶらなひとみ
―
美しい顔のたとえ）
美び
容よう
（美しい顔）
　　
美び
麗れい
などがある。もっとも早く美 定義に言及したものは『聖書』であり、 「目にとって心地よい
（１）
」といった語句がそれであるらしい。
われわれが美を感じるのは、人や景色、絵画・彫刻・建築・音楽などにおいてである。美人や山水の美と出会ったとき、美しい 術品や建造物、
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音楽などにふれたとき、ここちよさを得るが、それが美的感情である。
まず美の起源的意味
―
美の要素
―
美の位置（所在地）
―
美の条件などについてのべておこう。たとえば『オックスフォード英語辞書』
（Ｏ・Ｅ・Ｄ）は、 〝美〟に相当する
 b ビュー ティeauty の語源は、古代フランス語の
 bealté という。抽象的ないみでは、 「ひと（とくに女性）の特性をいい、
視覚にとってひじょうに心地よいもの」をいうとある。
美の要素とはなにか。われわれが視覚において捉えるものは、有形物
（２）（形をもったもの）であり、網膜（眼球のいちばん内側の層）でむすんだ
像を刺激として受けとるのである。つまり見たり、聞いたりして得られる快感が美なの
美の位置（所在地） どこ 美を感じるところは、感覚的中枢である。脳や心である。感情や思想がないところには美はなく、感情は意識の
状態に属している。審美的気質に欠ける人、 審美眼がな 者、鈍感な、無関心な人間は、美しいものと出会ってもふかく感じ、心をうごかすことはない。そのような人は てもミロのヴィーナスの彫像のすばらしい均衡を たのしむことは きない である
（３）
。
美の条件とはなにか。美は時空や国籍を超越して普遍性 あるものと思われ 。それは万人に共通した感覚であろう。ある人にとって美なるも
のは、他の人にとって美ならざることもあるが、ひとの性情（性質と心情）や連想が異なれば、美の知覚はとうぜんちがったものになる。ひとの感覚はみな同じではないのである。
つぎに古今東西の哲学者や文学者は、 をどのように捉えていたか、その概略をかいつまんでしるそう。［ギリシャ］ソクラテス（四七〇？～前一二九、古代アテネの哲学者）……美をもって善とおなじものと考えた。絶対の美（それ自体で存在する美）の存在
をみとめず、美をもって相対的なものとした。
プラトン（四二七？～前三四七？、 代ギリシャの哲学者）……具体美より抽象美 、個物美より一般美 、一般美より真理および美の宇宙に
達するように説いた。ひとがもし美の問題に進みたければ、青年のときに美の形態に心をむけはじめるべきという。ま とに美とは、死すべき人間にけがれなく、人生の虚飾（みえ）または彩色がないと同じよう 、神聖・純潔・清明・無垢なるものである（木村鷹太郎訳『プラトン全集
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第一巻』冨山房、明治
36・
10） 。
またプラトンは、絶対の美を主張した。アリストテレス（三八四～前三二二、古代ギリシャの哲学者、プラトンの弟子）……プラトンとちがって絶対的の美をみとめなかった。善と美
とをわけた。美は高尚純粋なる一種の快感を生むものと考えた。［ドイツ］アレクザンダー・ゴットリープ・バウムガルテン（一七一四～六二、ドイツの哲学者）……美および美術の理論を系統的に論じて美学の一科を
創立したのは、この人であった。バウムガルテンは、ドイツ美学の創始者とみられている。かれは感情の知識の完全なるものを美といい、これに反するものを醜といった
（４）
。
イマヌエル・カント（一七二四～一八〇四、ドイツの哲学者）……美感はただ人類にかぎったものである。美より生ずる満足は、普遍のもので
あり、一個人がひとりじめすべきものではない。
美はそれ自身において最終なるものであり、けっして他の目的に対する手段にはならない
（５）
。
フリードリヒ・ヴィルヘルム・シェリング（一七七五～一八五四、ドイツの哲学者）……美をもって主観 客観の調和 合体にありと考えた。
われわれが美術に接して美感を感じるのは、われなるも が主観と客観とを同一体
―
すなわち絶対としてみるからである。
美は世界全体の調和であり、同時に世界の理想的模形である
（６）
。
ゲオルク・ヴィルヘルム・フリードリヒ・ヘーゲル（一七七〇～一八三 、ドイツの哲学者）……知覚の媒介（音または色彩）によって、美を
宇宙精霊の表現とみた。美は自然において見るべしというが、それは くに美術において表はれる。美術は形（精霊）と体（物質） が調和した
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ものである
（７）
。
［オランダ］フランツ・ヘムステルハイス（一七二〇～九〇、オランダの哲学者）……美しい物体において、原素の種類が多ければ多いほど、その美もまた
大きい。
コルネリス・ウィレム・オプゾマー（一八二一～九二、オランダの哲学者・法学者、ウトレヒト大学教授）……われわれに生れつきの美覚、美
情がないとしたら、とても美をとうとび、美術をたのしむことはできない
（８）
。
［アメリカ］ヘンリー・ラジャーズ・マーシャル（一八五二～一九二七、アメリカの心理学者）……美はよろこびである。醜
しゅう
は苦である。美の直感と美の判
断とを区別せねばならない。人により、国により、年長者や年少者により、美とするものは異なる
（９）
。
ジョージ・サンタヤナ（一八六三～一九五二、アメリカの哲学者・詩人・評論家）……美は情緒である。われわれの意志的ないし観照的情緒か
らくる情感である
）（1
（
。
［イギリス］ジョン・アディングトン・シモ ズ（一八四〇～九三、イギリスの詩人 作家）……美とは目や耳を通して伝わる感覚である
）（（
（
。
他方、島国日本の哲学者や文学者は、 〝美〟をどのように捉えていたのか、かれらが美について論じたもの 覧し、いくつか摘記してみよう。元もと
良ら
勇次郎（一八五八～一九一二、明治期の心理学者。のち東大教授）……同人によると、美とはなにか、これはひじょうに複雑な問題だし、
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その定義をくだすことも容易ではないという。美の形体（すがた）はかならず、物質のかたちで現われるものである。が、それは単にわれわれの精神に、美的快感をひきおこす一要素にすぎない
美の美たるわけは、精神におけるある種の快感であり、前後左右に関係なく、自家独立の価値をもっている
）（1
（
（原文を意訳） 。
森鷗外（一八六二～一九二二、明治・大正期の軍医。小説家・翻訳家・評論家）……美とは何ぞやと問うに先だちて、美は何
ど
処こ
にかあると問ふ
こと肝要なり
）（1
（
、という。
鶴田喜一郎（生没年および経歴不詳）……自然の美は自然への愛より生じ、人間の美はじぶんと他人の同感によって現われる
）（1
（
、という。
高山樗
ちょ
牛ぎゅう
（一八七一～一九〇二、明治期の評論家。本名・林次郎）……美はまったく観念的のものにして、その実在は意識的内容としての観念
的実在なり、という
）（1
（
。
美は主感の側からみると感情だという。美は感情であるから、それを感じた者にとっては絶対の事実である。美感は快感ちゅうの快感である。
美はどんな場合にも われわれに快感をあたえてくれる。満足をあたえてくれる。美感はつねに快感である
）（1
（
（原文を意訳） 。
要するに〝美〟とは、ふつう形とか色彩がきれいなことをいうが、それはわれわれの心に〝快〟をあたえてくれる である。自然美、容姿の美
などをみると、美感を感じるのがふつうである。とくに人間のうつくしさを形づくっているものは、
　
容貌
　
態度
　
音声
などであり、われわれがそれにふれ、好愛の感が生じたときは美である。逆にそれにふれたとき、嫌悪の感が生じたとき 醜と う（尾原亮太郎「美とは何そや」 『早稲田文学』第
13号所収、明治
25・４） 。
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女性美について。ひとは本来、美しいものをよろこび、醜
みにく
いものをきらうようである。美人も日夜みていると、その美なるに慣れっこになり、その美なるを忘れ
てしまう。山水の美は、たまにふれ、
珍ちん
膳ぜん
（うまい料理）はたまに食べ のがよく、そのとき甘
かん
美び
がます、という（津田真道「美説」原文の意訳） 。
ゲーテ（一七四九～一八三二、ドイツの詩人・劇作家・小説家）は、美人を組成するものをつぎのようにいっている。
容よう
顔がん
（かおかたち）が美しいこと。年若いこと。
こび（なまめかしさ）に富むこと。移り気、あや ちがあること。
 
注・ 「ゲーテ、美
び
人じん
を評
ひょう
す」 『女学雑誌』第一二五号所収、明治
21・９。
美人がもてて、その売れゆきがよいのは、男子に美術心があるからだという（ 「美人を組成する要件」 『女学雑誌』第一二二号所収、明治
21・８） 。
また一説によると、通俗の美人は、国家の危険物であり、理にかなった佳
か
人じん
とは、社会の滋養物なるものという（布施金谷「美人論（つゞき） 」
『穎才新誌』第五九号所収、明治
31・２） 。
日本人は美人というものに対して、いくつか古語を有している。
くわし………こまやかで美しい。精妙である。くわしめ… 美しい女性（ 『古事記』 ） 。
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これらは上代美人の讃美の声という（栗島狭衣著『日本美人史』尚友館、明治
39・７） 。
文献のうえから時代的美人相を研究することができるのは、平安期になってからという。この時代、丸ポチャなるものが美人であったらしい
（ 『枕草子』 ） 。時代はずっとくだって江戸時代になると、面
おも
長なが
のきりっとした顔が美人とみられた。丸ポチャ美人の発生の地は、京都であるとする
と、面長美人が生まれたのは関東である。けっきょく美醜の判断は、主観的なもの、感覚的なものであり、その基準は人によって異なるといえよう。
美（うつくしさ）とは何かについて、諸家はいろいろな意見をのべているが まだ定見はないようだ。その定義も各人各様なのである。しかし、
おおかたの見方は、いくつかの点で一致しているといえる。
おもうに は、名状 がたい感動である。それは愛に似た感情である。えもいわれぬよろこびである。快感である それは人知を超越したいっ
ときの快である。われわれは、すばらしい女性や風景、絵画や建物、音楽などと出会ったとき、胸のときめきを える。が、それは心が美に感じてうごいたからである。美にはそのような感情を誘発する本有的な力があるといえる。
ことに人体美
―
女性美についていえば、まず問われるのは顔立ち（目鼻立ち）のよしあしであり、それと肢
し
体たい
（手足と身体）との均斉である。
美を構成する主要素の一つは、釣り合いでもある。
一
　
わが国の美術品にあらわれた美人
わが国の各時代における美人の基準と特徴と どのようなものであったの 、土
ど
偶ぐう
・壁画・伎
ぎ
楽がく
面めん
・絵巻・肖像画・屏
びょうぶ
風・肉筆画・浮世絵・木
彫人形・風俗画（石版） ・日本画・油絵・水彩画などに表われた美人について略記 みよう。
原始時代
 （先土器、縄文のころ
―
紀元前二万年～一万年ころ）……古代の日本人の男女はどのような顔だちをしていたのか、その正確な輪郭につい
てはよくわかっていない。どんな顔をした美人がいて、どんな化粧をし、何を身にまとっていたのか、よくわからないのが実情である。が、〝土偶〟
（土で作った人形
―
縄文文化の土製人物像）が残っており、そこから当時の人間を想像するしかない。
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土偶の大きさは、
10㎝～
30㎝内外のものであり、形はずんぐりとした、ぶかっこうな男女である。顔つきは意識的に変形してあり、人間の
顔というより、宇
エー リアン
宙人のそれにちかい。しかし、美形にちかい顔立ちの女性土偶もみられるが、胸部以下が欠損している。
　　　　
 　
土偶はなんのために作られたものか。そしてなんのために用いられたのか、こんにちいまなお解明されていない。
弥生・山
 和時代（紀元前三世紀末から紀元後六世紀ごろまで）……この時代（別名・古墳時代）になると、こんにちわれわれが美人と呼ぶところの原形が見いだされそうである。が たしかな資料に欠けている。
　　　　
 　
が、埴
はにわ
輪（墓にうめた人形などの像）からわかることは、当時の人間の顔は、扁
へん
平ぺい
（ひらべったい）ものであったと考えられるという
）（1
（
。
飛鳥時代
 （奈良盆地の南部
―
飛鳥に都があった時代。推古天皇［女帝］即位の年［五九二］から元明天皇の平城京遷都の和銅三年［七一〇］あたり
まで）……推古天皇の二十年 六一二）に、百済から帰化した味
み
摩ま
之し
（生没年不詳）は、伎
ぎ
楽がく
（面をかぶり、音楽に合わせて演ずる、古代の
舞踏劇。仏寺や朝廷においておこなわれた を伝えた。
　　　　
 　
呉ご
女じょ
は伎
ぎ
楽がく
面めん
をかぶって踊った女性のことである。が、いま正倉院にのこる仮面（高さ
34.5㎝、はば
23.5㎝）は、当時の美人とみられている。
その面ざしの特徴は、眉
まゆ
はふとく、それは唐代の美人の典型
）（1
（をしめすものという。
　　　　
 高松塚古墳（奈良県高市郡
明あ
日す
香か
村大字上平田に所在する円墳
―
（東西
20ｍ、南北
25ｍ） 。昭和四十七年に発掘）の北側の壁面に、四人の
女性が描かれている。飛鳥時代のものとされる作品である。彼女らはいずれも女官のようでもある。その顔つきは、端正である。とくにきわ
土偶の図
伎楽面の呉女の図
高松塚古墳・西壁女子像
（筆者によるスケッチ）
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されるまでの約四〇〇年間）……現存する絵
え
巻まき
（物語を絵であらわし、絵巻の体さいにしたもの）の最高傑作は、 「源氏物語絵巻」 （十二世紀
のはじめの作という。紙本着色、国宝。東京
　
五島美術館、愛知県
　
徳川美術館蔵）である。
　　　　
 　
この中に描かれている女性は貴族であろうが、その面貌の特徴は、顔の下部がふっくらとふくらんでいることである
）11
（
。眉はふとく、目は細
い。小さな先のとがった鼻をし、おちょぼ口である。口紅をつけている。髪は、たれ髪である。
　　　　
 　
他方、庶民 顔は、みじか 顔に、くぼんだ鼻、出っ歯がえがかれている
）1（
（
。
桃山時代
 （十六世紀後半
―
秀吉が政権をにぎった約二〇年間をいう）……信長の妹・お市の方（一五四七～八三、近江国小
お
谷だに
城主・浅井長政夫人）
は、絶世の美人であったという。江戸時代に描かれた肖像画が残ってい （和歌山県
　
持明院） 。
だった点は、顔がふっくらと描かれていることである。
奈良時代
 （和銅三年［七一〇］から延暦三年［七八四］にいたる七〇余年間）……唐代美人をおもわせる作品に「
鳥ちょう
毛もう
立りゅう
女じょ
屏風」 （
紙し
本ほん―
紙かみ
地じ
に描いた彩色画）がある［正倉院蔵］ 。これは六枚
折の屏風に描かれた作品である。光明皇后が天平勝宝八年［七五六］に、東大寺の大仏に献じた聖武天皇遺愛品のひとつであるらしい
）（1
（
。
　　　　
 　
この女性は、奈良時代の貴婦人のようにおもわれる。顔のつくりは丸顔である。眉はふとく、
切れながの目、鼻すじは通っている。厚いくちびるには口紅をつけ 。両ほほ は淡紅の頰ほお
紅べに
がついている。また
眉み
間けん
には緑色の点
―
が四つついている。これを〝
花か
鈿でん
〟 （ひたい
の飾り）という。くちびるの両側 、点
―
・が二つ描かれている。
一ひと
言こと
でいえば、この女性
は肉づきのよい美人である。
　　　　
 　
これとよく似ているのは、
麻あさ
布ぬの
に「
吉きち
祥じょう
天てん
」 （もとバラモン教の女神。天女）を描いた美人
画である。 「吉祥天像」とよばれ、奈良の薬師寺蔵。国宝である。
平安時代
 （桓武天皇の延暦十三年［七九四］から、後鳥羽天皇 建久三年［一一九二］鎌倉幕府が創設
正倉院　鳥毛立女屏風（部分）
平安期の女性の図
190（11）
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その顔の描写は、写実的である。現代人の顔とかわらない。眉をそりおとし、それは額のずっと上の方に描かれている。髪の毛をながくた
らしている。服装は〝片
かた
身み
替がわり
〟 （模様の異なる小袖を仕立てたもの）であり、当時の上流階級の正装である。桃山から江戸時代にかけて、絵
師は著名人をモデルにした人物画、風俗画をよく描いている
）11
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。前田利
とし
家いえ
（一五三八～九九、安土・桃山時代の武将）の夫人・芳春院は、州
す
浜はま
（浜べの入りこんだところ）を前にして、侍女のよむ歌を待っている様子が描かれている。その顔はふっくらとし、おちょぼ口である。そばの侍女は鼻すじの通った美人である。
江戸時代
 （慶長八年［一六〇三］ 江戸開幕から慶応三年［一八六七］大政奉還までの約二六〇年間をいう）……この間、絵師によって肉筆画・版画などに美人図がよく描かれた。モデルは遊女などが多い。美人を画材とした代表的な絵師に、懐
かい
月げつ
堂どう
安やす
度のぶ
（生没年月日不詳。江戸中期の肉筆
画専門の浮世絵師） ・鈴木春信（一七二五～七〇、江戸中期の浮世絵師） ・長沢
蘆ろ
雪せつ
（一七五四～九九、江戸中期の画家） ・鳥井清長（一七五
二～一八一五、江戸後期の浮世絵師） ・喜多川歌麿（一七五三～一八〇六、江戸後期の浮世絵師）などがいる。
　　　　
 　
懐月堂安度はなまめかしい、一人立ちの遊女の肉筆画をえがくことに長じていたが、そうした逸品のひとつが「美人図」 （
絹けん
本ぽん―
書画を
かくのに用いる絹
きぬ
地じ
に着色したもの）である。着物のつま（はし）を手で引きあげ、わき見をしている絵姿である。顔かたちはととのってお
り、うつくしい。
浮世絵師として春信（千五百取りの旗本）の名を不動のものとしたのは、 「
座ざ
敷しき
八はっ
景けい
塗ぬり
桶おけ
暮ぼ
雪せつ
」 （中判錦絵、八枚そろいの一図）である。母と娘が描かれており、嫁入りまえの娘が、真綿
を塗
ぬ
りおけにのせて、綿
わた
帽ぼう
子し
（真綿を平たくして作ったかぶりもの。婚礼のとき、新婦が顔面を
おおうもの）をつくるさまを描いている。春信がえがく美人画は、写実的でなく、夢幻的な女性像である。江戸の庶民的な女性の日常生活に題材をえ、かわいらしい あかぬけた婦女子を表現したところに特徴がある。
錦絵の値段は、まずは状態が問われ、ついで稀少性であろうが、春信 ものは、むかしもいま
も高価である。いまは古書も浮世絵も値くずれし、かっての何分の一までに低落してしまった。
長沢蘆石作「美人図」（部分）
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らしい。「むこう横町の稲荷へ一銭あげて、さっさとおがんでおせんの茶屋へ……」 。そのおせんの容姿だが、春信がえがく他の娘と変わりばえせず、おもしろ味がない。一言でいうと、あどけない、丸顔の小娘といったところで
ある。
山城国（京都府）
淀よど
藩の下級武士であった蘆雪は、円山応挙（一七三三～九五）の門下生でもあったが、 「美人図」をのこしている。それは
「角
つの
くりわけ」 （こうがい
―
まげにさした飾り
―
の先を反らし、髪を頭部に突き出たようにむすぶ）のような結
けっ
髪ぱつ
をした美人図であるが、表情
は晴ればれとせず、くらく沈んで る。
清長は、家業とした役者絵よりも、美人画にすぐれた腕をみせた絵師であった。かれが描くのは、長身で肉づきのよ 姿
し
態たい
（すがた）に袖
そで
なし
（そでのない衣服）か、振
ふ
り袖（たもとを長くしたそで）を身につけた女性である。全体として、姿
し
貌ぼう
威い
容よう
（堂々としたすがた）を構図している。
「風俗
東ひがし
之の
錦にしき
　
宮みや
詣もう
で」 （大判錦絵）や「当世遊里美人
合ならぶ
　
たちばな」 （大判錦絵）などがその典型である。
歌麿ははじめ
黄き
表びょう
紙し
（絵入り小説本）や
洒しゃ
落れ
本のさし絵をえがいていたが、寛政三年（一七九一）に新描写法（美人
大おお
首くび
絵え―
美人の顔を強
調し、大きく描いたもの）を発表し、世間の注目をあつめた この大写しの技法を用いて、江戸の町家や吉原の遊女のなかの美人をえがいたのが、「高名美人六家撰」 （大判錦絵）である。
　
扇おうぎ
屋や
花か
扇せん
（吉原の遊女）
　　　　
難波屋おきた（茶屋のむすめ）
　　
高島ひさ（茶屋のむすめ）
当時、米一石が金一両したころ、 「座敷八景」一組は、金一朱（一両の四分の一）もしたとい
う
）11
（。「笠
かさ
森もり
おせん」 （中判錦絵）も、春信の名をひろく世間に広めるのに貢献した作品である。おせ
んは江戸谷
や
中なか
、笠森稲
いなり
荷前
まえ
の茶店・鍵
かぎ
屋や
のむすめであった。明和年間（一七六四～七一）の浮世
絵によく描かれた美人であった。また江戸期の文芸にも多くとりあげられた。
ほかに浅草観音境内の楊
よう
子じ
商・柳屋のおふじも美人として評判が高かった。
ともあれ、おせんの名は、昭和のはじめまで子どものまりつき唄
00000
に歌われるほど有名であった
春信作「笠森おせん」の図
188（13）
美人とファッション
　
辰たつ
巳み
路ろ
考こう
（江戸・深川の芸者）
　　
富本豊
とよ
雛す
（富本節の名手）
　　　　
朝日屋の後家
などは、江戸で評判の美人であった。これらの女性の顔
がん
容よう
だが、押しなべて面
おも
長なが
であり、鼻すじはすっと通り、目は切れなが、おちょぼ口である。
ここにおいて現代な顔があらわれたという とである
）11
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。
明治・大正時代（慶応四年［一八六八］から大正十五年［一九二六］までの五十六年間）……江戸から明治・大正時代にかけて、美人の標準が
変ったように考えがちだが、じつは美意識に変化がないように思える。時代が変わろうと、美人の面貌はおなじである。平成のこんいちにもじゅうぶん通用するものである。
明治維新をむかえ、日本国民は欧化熱にあてられ、女性の束髪、衣装もしだいに欧風に変わっていった。明治の石版画（明治十五、六年ごろか
ら二十年代が全盛期）にみる美人の特徴は、うりざね顔（まわりが低く、中央が高い、色白の、細めのかお）であり、目鼻立ちははっきりしたものが多い。たとえば、文明開化の洋風への指向をしめす「鹿
ろく
鳴めい
館かん
調ちょう
風俗画」 （洋装の令夫人を描いたもの）は、その典型であろう。黒田清輝（一
八六六～一九二四、明治・大正期の洋画家）が、箱根の晴朗な湖畔 おける夫人画（ 「湖畔」油彩、明治
30年の製作）は、豊満な佳人を写生した
ものである。すっきり 清らかな風景を背景にし、ゆかた姿の美しい女性をえ いている。
馬場孤蝶（一八六九～一九四〇、明治 ら昭和期の翻訳家・随筆家、のち慶大教授）によると、夏は女の肉体美がいちばんよく表れるときで、
夏の女はうつくしいとい ている。ことにいきな浴
ゆかた
衣やひとえものを着た姿がよいという（ 「東京の女」 ） 。
「鹿鳴館調風俗画」より。
黒田清輝作「湖畔」の図（部分）
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現している。
横山大観（一八六八～一九五八、明治から昭和期の日本画家）は、インドのうらない行事（燈火をともした皿
さら
流なが
し）を画材とした「流燈」と題
する作品を描いたが、その皿をみつめる三人の女性はみな肉づきのよい美人である。
竹たけ
久ひさ
夢ゆめ
二じ
（一八八四～一九三四、明治・大正期の詩人・画家）がえがく女性は、どれも甘美なもの悲しさ、憂い、抒情などを含んでいる。が、
夢二の美人画の特徴は、モデルとした女性の目を強調し、大きく描写したことである。 「女十題」 （大正十年の作。水彩画）は、まさにその典型である。
小林
古こ
径けい
（一八八三～一九五七、明治から昭和期にかけての日本画家）の「いでゆ」 （大正七年の発表、絹本着色）は、いでゆ（温泉）の女性
二人をえがいたものである。一人は湯船に顔をうずめ、もう一人は両足を湯にひたし、うしろむきにすわっている。容貌ははっきりうかがえないが、 とも色っぽく、あでやかであり、美女のよ だ。
土田
麦ばく
僊せん
（一八八七～一九三六、大正・昭和期の日本画家）の「湯女」 （大正七年の作。双屏風。絹本着色）は、江戸時代の湯女を画材にした
らしいが
）11
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、描かれている女性は三味線ひき一名と、大きな乳房をあらわにした豊満な体つきの遊女である。その面ざしは美しい。
鏑かぶら
木ぎ
清きよ
方かた
（一八七八～一九七二、明治から昭和期の日本画家）の「築地明石町」 （昭和二年の製作、絹本着色）は帝展に出品し、帝国美術院賞
をうけた秀作である。これは明治・大正・昭和を通じての最高の美人画と称されたものという
）11
（
。小紋染めの和服に黒の道ゆき（和服用コート）を
着た、すっきりと清らかな美女がえがかれている。
白しら
瀧たき
幾之助（一八七三～一九六〇、明治から昭和期の洋画家）の「稽古」 （油彩、明
治
20年代の製作？）は、夏に三味線を熱心に習っている美少女をえがいたものであり、
壮快な印象をあたえる。
明治三十年代に渡欧し、ベルリンの美術学校で彫刻をまなんだ新海竹太郎（一八六八
～一九二七）には、 「ゆあみ」 （明治
40年の発表。高さ一九〇㎝）と題するブロンズ（青
銅）製の裸体美人の立像彫刻がある。その容姿は天平風のまげを結い、胸から腹部にかけて右手にもった手ぬぐいをたらしている姿である。東洋人 豊満な肉体美を如実に表
小林古径作「いでゆ」の図（部分）
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小林古径の「髪」 （昭和六年の発表、絹本着色）は、ながい髪をすいてもらっている、お腰し（こしまき）を一枚だけ身につけ、上半身裸体の
女性（美妓？）を描いたものである。肉づきのよい姿態（からだつき）の中で、ひときわ人目をひくのは、おわん状の大きな乳房である。
菊きく
池ち
契けい
月げつ
（一八七九～一九五五、明治から昭和期の日本画家）の「散策」 （昭和九年に発表。絹本着色）は、帝展に出品した作品である。
縞しま
の
着物を着用し、黒い犬を二頭ひいて散歩にでた、おかっぱ頭の長身の少女をえがいている。みずみずしい美しさが感じられる絵である。
大衆の顔というものは、たいがい丸顔であり、鼻がひくいのが相場のようであるが、幕末から明治までの女性の相貌に大きな変化はなかったよ
うである。しかし、大正・昭和の時代をへ 、現代にちかづくと、顔はしだいに面長になり、鼻背も高くなり、現代人の顔が生ま たという
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。
しかし、変化がみられるのは顔にかぎったこと はない。じつは男女ともに背がのび、体も大きくなってきたように思える。顔の美を構成するもの
―
その美的構造。
顔かお
（貌）の位置は、頭部の前面である。そこにまゆ・目・鼻・口などがくっついて顔面をかたちづくっている。人間のからだの中で、いちばん
目につく部分は、顔であり、われわれはその美醜にたいして敏感である。それは瞬時にして本能的にうける印象だからである。俗にいう〝みめかたち〟とは、女性の顔やすがたのことをさしているが、そのからだの外に現われた形こそ、美の形成にも をいうのである。
人間の美醜と関係をもつものの一つに、
〝鼻〟というものがある。顔の中央に隆起し、呼吸や嗅覚をつかさどる器官である。が、
〝目鼻だち〟と
いわれるほど、美をかたちづくる重要な構成要素といえる。鼻がひくく、横にひろがってい さまを、
〝鼻があぐらをかいている〟と形容するが、
あまり魅力ある形とはいえない。一方、前からみても、横からみても、形のよいもの。鼻すじがとおり、高くもりあがり、直線的なも は、うつくしい形なので 。
ついで重視される顔の各部分は、つぎのようなものである。
目…………眼球。ぱっちりした目がよい。まぶた 二
ふた
重え
まぶたがよいとされている。
唇くちびる
………口のふちのやわらかい部分。その形が美を左右する。
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歯…………
 歯は
並な
み（はならび）のよしあしは、重くみられる。歯列がととのわず、不ぞろいで、でこぼこであると、口のあたりの美的形態に影響をお
よぼす。
顔の美については、縄文から古墳時代にかけて文献はなく、ようやくそれに関しての片りんをあたえてくれるのは奈良時代になってからである。
『古事記』 （奈良時代の史書三巻）や『日本書紀』 （日本最古の官撰正史、三十巻） ）に、
眉まゆ
（まゆげ）についての記述が多いという（村沢博人著
『美人進化論 、東京書籍、昭和
62・４、一九頁） 。
当時は、まゆげのことを〝
眉まよ
〟
と呼び、化粧法のひとつとして〝
眉まよ
がき
〟 〝
眉びき
〟
がおこなわれた。すなわち、
〝
まゆかき
〟（まゆずみで眉を
かくこと）の美しさは、三日月や柳
やなぎ
の葉にたとえられた。美人を形づくるものは、目鼻だちばかりではない。顔の白さも重要であり、透きとおる
ような白い肌がたっとばれた。
一
　
古代から平安期の美人
紀元前一万年の縄文文化時代の土偶から読み れる特徴は、突きでた鼻であり、顔全体が凹
おう
凸とつ
に富んでいることだという
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。ほぼ同文化期にあた
る新石器時代の人びとは、縄文人にくらべてやゝ面ながで、顔のはばがせまいという。弥生文化時代になると、弥生人は平たんな顔になった。山和時代に入ると、ことに女性はだ ぶ面ながの丸ぽちゃになり 平安・桃山文化時代になると、
〝引き目かぎ鼻〟
（山和絵の顔の描写を
―
細い目
と鼻をかぎ形にかいた）が女性画の特徴 なった。
江戸時代になると、
細ほそ
おもて（ほっそりとした感じの顔）が美人顔とされ、目はほそく、一重まぶたを特徴とした。この美人観はつぎの明治・
大正の時代にうけつがれ、うりざね（瓜
うり
の種
タネ
のような形をした）顔がよいとされ、いまは化粧（メイキャップ）と整形手術によって自己改造する、
いわゆる改造美人出現の時代になった。
わが国の歴史上、どのような美人がいたか。その代表的な女性をえらんで列記してみよう。
184（17）
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衣そ
通とおり
姫ひめ
…………………………………
 生没年未詳。五世紀中葉、
允いん
恭ぎょう
天皇（仁徳天皇の皇子）の妃。この女性は生まれつき容色にすぐれ、そのうつ
くしさは衣
きぬ
を通してかがやいていたので〝衣
そ
通とおしの
郎いら
女つめ
〟といわれた。
かぐや姫…………………………………
 『竹取物語』 （二巻、作者不詳。平安初期の成立）の主人公。竹取の翁に育てられた、容色たぐいまれな美女。成長し、五人の貴公子、帝からの求婚をしりぞけ月 世界に帰ってゆく。
小お
野のの
小こ
町まち
……………………
 生没年不詳。平安前期の女流歌人。歌の才能、美貌にすぐれ、多くのエピソードや伝説を生んだ。が、晩年は零落の人生をおくったらしい。
和いずみ
泉式
しき
部ぶ
…………
 生没年不詳。平安中期の女流歌人。越前守大江雅
まさ
致むね
のむすめ。美貌のうえ、才藻ゆたかな多情多感な女性であっ
たらしい。多くの男性と浮きなを流した。
清少納言………………………………
 生没年不詳。平安中期の女流文学者。清原元
もと
輔すけ
（九〇八～九〇、平安中期の役人、歌人）のむすめ。学者の家系
にうまれ、文学的素質にめぐまれ、容色にもすぐれていた。代表作に『枕草子』 （正暦四年～長保二年ごろの成立）がある。その才と美貌をた むあまり、矯まんのふるまいがすくなくなかった。
紫式部…………………
 （九七八？～？、平安中期の女流文学者） 。越前守藤原為
ため
時とき
（生没年不詳）のむすめ。文才と歌の才能にくわえ、
容顔にもめぐまれてい 。代表作に『源氏物語』 （平安中期の長編物語。五十四巻。成立年代は未詳）がある。
上じょう
東とう
門もん
院いん
（九八八～一〇七四） ………
 一条天皇の皇后。藤原通長（九六六～一〇二七、平安中期の官僚）のむすめ 才智すぐれ、本朝にならびなき美人であったという
）11
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小こ
督ごうの
局つぼね
…………………………………
 生没年不詳。高倉天 （一一六一～八一）の寵愛 うけた。琴や和歌にもすぐれ、宮中だいいちの美女といわれた。のち平の清盛ににくまれ、二十代で清閑寺に放ち され
）11
（
。
常ときわ
盤御
ご
前ぜん
（一一三七～？）
 九条院（近衛中宮呈子）の雑
ぞう
士し
（雑用係）であったが、容色にすぐれ、源義朝のめかけとなり三子をあげた。平
治の乱で義朝が敗けると、母 三人の子どもを救うため 自首。清盛に命ごいを た 清盛は常盤の美貌をみて嘆願をうけ入れた。のち彼女は清盛 子 女子） うんだ。
建礼門院（一一五五～一二一三）……
 安徳天皇（一一七八～八五） 母 平清盛（一 八～八一、平安後期の武将）のむすめ 顔か ちよく、文にもすぐれていた。源
　
義仲の軍勢が京にせまったとき、安徳天皇を擁して西にのがれ、壇ノ浦で入水したが、
助けられ、帰洛。のち大原寂光院で没した
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一
　
江戸期の美人遊女
遊女とは別名・遊
あそ
び女
め
（うかれめ）のことであり、宿場や遊郭において、客の枕
ちん
席せき
にはべった女性のことである。苦
く
界がい
で生きた女性のなかには、
名妓とうたわれ、音曲（琴、びわ、三味線） ・和歌・俳句・香道・茶の湯などにすぐれた才女もすくなくなかった。彼女らは
花おい
魁らん
もしくは
太たゆう
夫
と
よばれる最上位の遊女であった。
いまその代表的な遊女を列記してみよう。
［京都］吉野（一六〇六～四三）……
 本名を松田徳子といい、肥後浪人・松田武右衛門のむすめとして京都で生まれた。父はもと五十石どりのサムライであったが、浪人となり京都に流れつき、筆道の師匠になった。
　　　　　　　　　　　　　
 　
徳子は慶長十七年（一六一二）七歳のとき、傾
けい
城せい
（遊女）屋・林与次兵衛の養女となり、十四歳になったとき太夫とな
り、吉野といった。才色兼備の吉野は、寛永八年（一六三一）八月、なじみ客の佐野重孝（俗称・灰屋三郎兵衛）に身うけされ 二十六歳で花街を去るに至った。重孝は当時 京の富豪の養子であった。
　　　　　　
 　
重孝は遊女を身うけし、同棲をはじめるや、父の勘気にふれ、また親戚一同もそれを恥辱とみなし、縁をきられたが、
のちにゆる た。
　　　　
 　
吉野は才知と容色にすぐれていたにもかかわらず、控え目でつつましかっ から、人から愛された。夫の重孝も学問遊
芸をきわめ、和歌をよみ 文字もうまかった。ひとかどの人物であったといえる。吉野は寛永二十年（一六四三）八月、鬼籍に入った。行年、三十八歳であった。墓は京都・常照寺にある。夫はそれから半世紀ちかく生き、元禄四年（一六九一）十一月、八十二歳で亡くなっ （江馬務編『名妓吉野』芸
げい
艸そう
堂、大正９・１） 。
［江戸
　
吉原］
高尾……………………………
 高尾は、江戸時代の吉原の名妓 名 あ が、吉原・三浦屋の高尾は七代、十一代の説もある。多くは大名や町人に見うけされたが その運命はさまざまである。初代の高尾は
妙みょう
心しん
高尾といった。ひじょうに人形をこのみ、
揚あげ
屋や
（遊女をよ
ぶ家）がよいの往来にも、人形をだいていたという。二代高尾は、仙台の殿様に思われて 本国にともなわれたが、斬殺
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されたともいう。
雲井……………………………
 同人も三浦屋抱えの遊女であり、妓名たかく、美人のきこえがあった。
瀬せ
川がわ
……………………………
 瀬川は吉原の松葉屋の遊女。和歌・俳諧をよくしたという。
薄うす
雲ぐも
……
 菱ひし
川かわ
師もろ
宣のぶ
（一六一八～九四、江戸前・中期の浮世絵師）は、遊女をえがくとき、吉原・三浦屋の高尾や薄雲ばかりをえが
き、他の遊女 相手にしなかった 薄雲は高尾につぐ全盛の太夫という。
勝山……………………
 もと風呂女であったが、宝永三年（一七〇六）吉原京町・山本助右衛門抱えの遊女となった。独自のうちかけ（長い小そで）とじぶんで工夫し 髪の結ひようを、
〝勝山むすび〟と名づけ、これが世上に流行し、勝山太夫の名は有名になった。
常ときわ
盤……………………………
 同人も山本助右衛門抱えの遊女であり、勝山と全盛をきそった太夫であった。
雲井………………
 同人は芝兼
けん
房ぼう
町のある菓子屋のむすめであったが、十九歳のとき、吉原京町・金屋三左衛門抱えの遊女となった。俳諧と
楷書をよくした。二十五歳の春、さる貴人 見うけされ、根岸の里
さと
に住んだという。
九ここのえ
重………………
 この女性は、本所の武家屋敷につとめる乳母 った。が 幼い主人が友だちにけがをさせ、それが原因で亡くなった。そのため訴訟がおこり、その子を出家させ ことにな 乳母は幼い主人を見とど るよう判決が下った。しかし、乳母は金銀のたくわえがなかった で、五年間吉原に身を沈めることになり、西田屋抱えの遊女になった
みやこ……………………… この女性は、吉原中の町より左側
―
玉屋山三郎抱えの遊女であった。書歌の道にすぐれていた。
花はな
扇おうぎ
…………………………天明のころ（一七〇〇年代） 、吉原町扇屋抱えの遊女であった。歌道に心をよせ、書にもすぐれていた。
 
注・ 『文芸倶楽部臨時増刊
　
第６巻第
10篇
　
講談
　
名妓伝』博文館、明治
33・７を参照。
一
　
明治・大正期の美人
この時代の美女を例挙するとしたら無数おり、枚挙にいとまがないほどである。が、思
いつくまま、代表的な女性をえらんで列記することにする。
徳川期は、うりざね顔が美人の標準であった。それは上流貴人の相であった。が、明治
期にはいって、丸顔もよろこばれてきたという。そして〝色白の丸ぽちゃ〟ということばもできたのである（長谷川時
しぐれ
雨『近代美人伝』 ） 。
遊女・九重の図
浜本義顕著『婦女教育　明治姫鑑　全』
（博文館，明治21・10）より。
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新橋の柏屋において、芸子の下ばたらきをしたのち、十七歳で芸
げい
妓ぎ
となった。源氏名を小鈴（小兼）といった。明治五年（一八七二）
五月
―
陸奥宗
むね
光みつ
（一八四四～九七、紀伊藩士族、明治期の外交官）に見そめられ、その後妻となった。ときに十七歳。
　　　　
元老議官であった宗光は西南戦争のとき、土佐派と反政府の挙兵に加たんした容疑で禁固五年に処せられた。亮子は夫の友人の家に身
をよせ、子育てをしながら夫の帰りをまった。明治十五年（一八八二）出獄すると、三カ年欧米に留学し、帰国後外務省に入った。同十九年（一八八六）駐米公使となり、妻をともなって渡米。
　　　　
アメリカでは、亮子の美貌と話術がワシントン社交界で注目され、評判になった。
川上
貞さだ
奴やっこ
（一八七二～一九四六、明治から昭和期の女優）……日本橋で薬、書物、質屋などを営む大店の娘にうまれたが、家業が倒産したた
め、のち日本橋
葭よし
町ちょう
の芸妓となった。明治二十四年（一八九一）新派劇の川上音二郎と結婚。明治三十二年、川上一座約二十名と欧米
巡行をおこない、帰国後女優として活躍した。
　　　　
母親はおたかは、御殿づとめの美人のきこえが高かったというから、貞奴が美人だったのは、その血を引いたからであろう。終戦の翌
年、熱海で没した。
樋ひ
口ぐち
一いち
葉よう
（一八七二～九六、明治期の小説家・歌人）……貞奴もそうだ 、一葉の写真をみると、その面ざしはじつに端正 あり、モダンな顔
をしている。両親はもともと農民の出であった。母は旗本屋敷に奉公にあがり、父は八丁堀同心の株を買い、下級役人となり、維新後は東京府庁につとめ権中属であった
）1（
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。
［明治の代表的な美人］陸む
奥つ
亮りょう
子こ
（一八五六～一九〇〇）……明治初期の代表的な日本美人とおもわれる。亮子は二百
石どりの旗本・金田
蔀しとみ
の妾腹として江戸に生まれた。
　　　　
三十代の横顔写真が残されているが、それをみると美形であることがすぐわかる。目鼻
立ちのととのった顔に、大きなすずやかな目がひとめをひく。顔ぜんたいに気品がただよっている。
陸奥亮子
180（21）
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きりょうはよかったが、ランプのうすあかりで読書をしたために目をそこね、近眼であった。みずみずしさはなく、さえない色合いの
女性であったらしい。絶世の美人ではなかった。が、色のあさぐろい、目鼻立のととのった女性だった。たちいふるまいは、しとやかであり、ことば使いは上品であったという。髪の毛はうすく、すこし赤味がかっていた。目がとても美しく、人を魅するように輝いていた
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。
せかっこうは中背であった。話じょうず、聞きじょうずであり 皮肉ぽい調子がおもしろかった いう。
　　　　
維新後の一家のくらしは、けっしてらくではなかった。ことに父が亡くなってからは、窮迫した。本郷学校（小学校） 、私立吉川学校、
池の端
はた
の私立青海学校などでまなんだが、ほどなく退学し、あとは独学であった。まともな学歴はなかったが、幼いとき手習の師匠につ
き、また長じて
千ち
蔭かげ
流の文字をかいた歌人・中島歌子（一八四一～一九〇三）について習字・国文（日本文学の古典） ・和歌をならった
ことが唯一 学問であったであろう。ひまがあると、上野の図書館で雑書をあさった。図書館が彼女の学校であった。
　　　　
一葉はじつにみごとな文字をかいた。幼時からすまいを転々とした。麻布三河台町
―
本郷六丁目
―
下谷
―
御徒町三丁目
―
芝高
輪―
神田表神保町二番地
―
神田淡路町二丁目
―
本郷
菊きく
坂ざか
町ちょう
七十番地
―
下谷竜泉寺（俗に大音寺前
―
吉原・京町の非常門にち
かいところ）に住んだ。ここで母と荒物屋（おもに家庭用品などを商う
―
ふのり［布の洗いはり用の糊］ ・石けん・かとりせんこう・
ローソク・おうぎ・画用紙・紙類・駄がし・せんべい・風船・おもちゃなど）をひらき、母は引手茶屋の手つだいを、一葉は妹と仕 てものや下駄のたたみ表をつくったりして家計をたすけた。
　　　　
また朝は、フロシキつつみを背おって、問屋に駄がしを仕入れに出 け、土曜の午後には歌子女史のもとに通った。歌子は一葉の家の
くらしむきを知っていたから、裁ほうのしごとや洗たくものをたのみ、その暮らしを助けた。また一葉は、師に代わって、手習いや和歌の手ほどき した。しかし、良家の子女があつまる中島家に出入りするには、一葉のみなりはけっしてよいものではなかったから、肩身がせまいおもいをした。
　　　　
けれど彼女には貧しさをはねのけるだけの根性があり、夜、荒物屋の奥の三畳で、
一心に創作にはげみ、 「 けくらべ」 「にごりえ」 「十三夜」など、数々の名作を生みだした。うすぐらいランプの灯のもとで綴 た作品は、世間でしだ にほめそや
樋口一葉
『一葉全集』（博文館，明治36・4）
より。
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治・大正期の軍医・小説家・評論家）の二度目の妻・しげ子（判事の娘）である。鷗外はいい年をして少々美術品のような女性をもらったといい、彼女と会った後藤末雄は、 「ととのった目鼻立ちに、うす化粧なのが品よくみえた」という。
松井須
す
磨ま
子こ
（一八八六～一九一九、明治・大正期の新劇女優。本名・小林正子）……長野県に生まれ、家祖は真田家の家臣であった。二度結婚
するが、男運がわるく、ほどなく離婚した。結婚の失敗を機に上京し、明治四十二年（一九〇九）坪内逍遙が主宰する文芸協会付属演劇研究所の研究生の募集に応じた。ときに須磨子は二十四歳。試験委員らは 彼女の健康的 体つきと声量（声の大きさ、つよさ）をみとめた
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が、鼻がひくく、顔にはなやかさがないと思った。むきだしにいえば、いなか出の平凡な顔立ちの女が目のまえに現れた感じで、と
ても女優という柄でなかった。
　　　　
坪内をはじめ、島村抱月（一八七一～一九一八、明治・大正期の評論家・劇作家・早大教授）と他の委員らは、その採否にまよったが、
女性の応募者が一人もいなかったので採用するこ に決した。
　　　　
本人も鼻がひくいことを気にしていた。そこで知人の勧めで整形手術（パラフィン注射）をうけ、この問題は解決したが、後年その後
遺症にくるしめられた。
　　　　
ひたすら女優になることを夢み、研修や夜学の余暇に舞踏をならい、また週の何日かはお針（裁縫）をおしえに学校（戸坂裁縫学校＝
現・戸坂短大？）へいき、家事をこなし、英語の勉強に悪銭苦闘し
　　　　
研究生のころの須磨子は、いつも質素ななりをし、前かけをしていた。人が雑談しているとき 、着物のたもとから『早稲田文学』を
出してよんだり、台本を大きな声で朗読したり て た。じつ 勉強家であり、努力の化身かとおもわれた
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されるにつれて、文名もあがっていった。が、皮肉にもその名が知られたのは亡くなる年であった。
　　　　
この薄幸の閨秀作家は、終生、金銭の福とは無縁であったが、文名にはめぐまれた。
明治二十九年（一八九六）十一月二十三日
―
二十五歳の若さでその生涯をおえたが、
あまりにも早いその死は、惜しみてあまりある。
　　　　
一葉とおなじように肌が浅黒で美人であったのは、森鷗外（一八六二～一九二二、明
松井須磨子
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当時、研究所の教育レベルは高く、英文学の講義のほか、英文講読（訳読）の授業もあった。須磨子はいったんは研究生となったが、
英語の素養に問題があり、研究生をつづけることがむずかしくなった。
　　　　
そこで彼女は 同じテキストを二冊もとめ 一つには一字一句にかなをふり、うのみ 勉強をはじめた。書き込みを教える方では、あ
まりのめんどうくささに音
ね
をあげた。坪内逍遙は、その熱心さに心をうごかされ、特別に別科生として在学をみとめた。
　　　　
新劇女優としての名声がさだまったのは、イプセンの『人形の家』の女主人ノラを演じてからであり、またトルストイの『復活』のカ
チューシャで人気をあつめ、ことに主題歌の「カチューシャの唄」のレコードは大ヒットし、当時二万枚以上もうれた。愛人関係にあった抱月が、大正七年（一九一八）十一月、スペインカゼで急死すると、翌年一月あと追い自殺をした。実兄に宛てた遺書には、 「
兄あに
さま
　　　
私わたし
はやっぱり先
せん
生せい
の所
ところ
へ行きます。 （中略）では急
いそ
ぎますから。すま子」とあった。……
［大正の代表的な美人］柳やなぎ
原はら
白びゃく
蓮れん
（一八八五～一九六七、大正・昭和期の歌人、公卿・柳原前
さき
光みつ
の次女）……北小路子爵と結婚するが、ほどなく離婚。のち九州の炭
鉱王・伊藤伝右衛門と再婚する 夫をすて宮崎
龍りゅう
介すけ
（一八九二～一九七一、社会主義運動家、宮崎滔天の子）との恋愛で話題をまき、
大正十二年（一九二三）同人と結婚した。
　　　　
白蓮はたしかに美人である。面ながの顔に、大きな目、形のよい鼻 小さな口をもち、みるからに良家の子女をおもわせる顔立ちであ
る。
江え
木ぎ
欣きん
き々ん
（一八七七～一九三〇、本名は栄子。明治から昭和期の女性）……いわゆる卵形の顔をし
た美人であり、そのみめ（器量）は非のうちどころがない。新橋の美貌芸者として有名であり、のち明治・大正期 法律学者・江木
　
哀まこと
（一八五八～一九二五、役人をへて弁護士）の
妻となり、社交界で名をはせた。鏑木清方がえがいた「築地明石町」の和服姿の女性のモデルは、江木欣々という。
九条武
たけ
子こ
（一八八七～一九二八、大正期の歌人。伯爵・大谷光尊の次女。佐々木信綱に歌をまなび、
江木欣々
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才色兼備の歌人として知られた。白蓮、欣々、武子らは、
〝大正三美人〟とよばれた。
一
　
美人評（大正期）
つぎにわが国の評論家や文学者は、大正時代に日本女性の美についてどんな見方をしていたのか、その美人評を瞥見してみよう。東とう
儀ぎ
鉄てっ
笛てき
（一八六九～一九二五、明治・大正期の音楽家・俳優。東京専門学校中退。宮内省雅楽部で修業。早大校歌「
都みやこ
の西北」の作曲家）
……この人はアンケートに答えて、男女の美醜になにもふれず、その〝声〟についてのみ言及した。男と女とでは声においておもしろい対照をなしているという。男の声はがいして低く、ふとく、 ごっているという。一方、女の声は高く、ほそく、すんでいる。こういったそれぞれの声が唱和すると、そこに美
うる
はしいハーモニーが生ずるという。
木村
鷹たか
太た
郎ろう
（一八七〇～一九三一、明治・大正期の評論家。プラトンやバイロンの訳書がある）……女性の美は、わが
天あま
照てらす
大おお
御み
神かみ
（日の神。
伊い
邪ざ
那な
岐ぎの
命みこと
の娘）において、その極にたっしているという。
神じん
功ごう
皇后は天照大御神の再来である。クレオパトラは美人ではあるが、とても神功
女帝の比ではない。
ギリシャ史上の美人詩人サッフォー（前六一二年ごろの叙情詩人）は、佐
さ
保ほ
姫ひめ
（春の女神）の化身にすぎないという。
青あお
柳やぎ
有ゆう
美び
（一八七三～一九四五、批評家・随筆家。同志社にまなぶ。 『女学雑誌』の主幹）……同人によると、人体美には一定の形式や標準と
いったものはないという。それは各時代の社会状態によって定まるという。国情や社会が異なると、美の標準もかわってくる。ただひとつ美の根本標準となるものがあるが、それは人間の用
よう
（もちいたり、役立てる）ということであり、美はそこから離れて存在しないという。
磯いそ
村むら
春子（一八七七～一九一八、新聞記者。仙台の宮城女学校、日本女子大、津田塾大学にまなぶ）……美は主観的なものという。どの人も感
じるところが異なっているという。詩人や美術家が美しいとおもって称賛しているものでも、それを味わうことができない場合がたくさんある。
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だから真の美を知るには、まずそのものをじゅうぶん理解するだけの位地（くらい、地位）にじぶんをもってゆく必要があるという。
森田草平（一八八一～一九四九、明治から昭和期の小説家。法大教授）……女性の美は、すくなくともむかしといまでは、いろいろな点で変っ
てきたように思われるという。顔の輪郭がととのっていることより、表情に重きをおくのが、近ごろのいちじるしい傾向の一つと思われるという。
本人は、多少輪郭がととのっていなくても、皮相なポカンとした顔より、 育のある婦人 顔がすきだった。小お
川がわ
未み
明めい
（一八八二～一九六一、大正・昭和期の小説家。童話作家）……美はすべて女性的であると思われるという。美はけっして客観的に存
在するものではない。甲
こう
のひとに美と映じても、乙
おつ
のひとには何でもないことがある。ひっきょう美は主観の所産というべきものだという。
土と
岐き
哀あい
果か
（一八八五～一九八〇、明治から昭和期の歌人・国文学者）……もともとじぶんは、女にたいして心の多いほうだという。Ａの所に好
きな女がいるし、Ｂの所にも好きな女がいるという方である。世間でいう浮気な男かもしれないという。元来す な女というのは、丸ポチャ顔の女であり、無智な情熱的な女ではたまらないらしい。賢
さか
しい女、情熱のつよい女がすきだという。眼の大きな、赤いしまったくちびるの女には、
いつも動揺すると う。本人はふとりすぎの 、やせすぎの女にはがまんできないが、ほどよい肉体の女性が好きだったらしい。
沢田順次郎（一八六三～？、明治・大正期の性科学者）……専門的にいうと、身長手足のながさと頭との釣合がととのっているものが、人体
の典型だという。男 の容貌が精神的に変化するの 、古来より知られている。学問知識のある女性は、 容貌は男性化し、美をうしなう。「……夫人」 「……女史」とよばれる者、文名才名をはせている女性の容貌は、たいてい男性的であり、女らしい美点にとぼしい。
西洋でも女の学者や識者に美人はいない。美人になりたい人は、あまり学問や知識をつめこまないのがよい。美人を社会階級によってわけると、
いちばんの美人は、芸者と女優である。つぎは深
しん
窓そう
の処女。つぎは細君。女学生は不美になってゆく第一歩。いちばん醜なのは、新しい女と娼妓
である、という。
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茅かや
原はら
ふじ（一八七〇～一九五二、明治から昭和期の評論家）……男女とも容貌と肉体との美だけでは不十分だという。そこに精神美がくわわる
必要がある。肉体的の美と精神的の美とが完全にとけあったときこそ、讃美にあたいする人間美ができてくる。容姿がうつくしいためにある者は成功し、容姿がみにくいために、ある者は世に出る機会をうしなった例もある。ひとが美しいのは、そのひとの重大な徳（身についた品性）であると思われるという
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一
　
昭和期の銀幕の女王
昭和期（一九二六～一九八九）は、戦前・戦中・戦後の約六十三年間である。この間にじつに多くの美女が誕生した。が、いまから取りあげる
人物は、主として映画界で活躍した女優である。
岡田嘉
よし
子こ
（一九〇二～九二、昭和期の女優）……新聞記者・岡田武雄の娘として広島で生まれた。祖母は熊本美人、母はオランダ人との混血で
あった。舞台と映画界の両方で活躍した。丸ぽちゃ顔に二重の大きなひとみ。長いまゆげ。丸味をおびた鼻。そして肉感的な口もと。これが顔の中にバランスよくおさまっている。
　　　　
この女優は、生前いろいろ浮き名を流したが、なんといっても世間をおどろかしたのは、恋人とソ連に逃げたことである。杉本良吉
（一九〇七～三九、昭和期の演出家。共産党員。早大露文科中退）を知り、昭和十三年（一九三八）十二月、二人はカラフト国境を越え、ソ連に入った。杉本はスパイ容疑で一年半後に銃殺になった。嘉子は収容所を転々とし、太平洋戦争ちゅうはハバロスクで対日ラジオ放送のアナウンサーとなり、のちモスクワ放送局に勤めた。最晩年、一時帰国したが、ロシアで没した
ほかに美人女優を一覧表にしてかかげてみよう。
田中絹代（一九〇九～七七）
　　　　　
山田五十鈴（一九一七～？）
　　　　　
小暮美千代（一九一八～九〇）
高峰三枝子（一九一八～九〇）
　　　　
水戸光子（一九一九～八一）
　　
原
　
節子（一九二〇～二〇一五）
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山口淑
よし
子こ
（一九二〇～二〇一四）
　　　
淡あわ
島しま
千ち
景かげ
（一九二四～二〇一二）
　　　
山本冨士子（一九三一～
　　　　
）
香川京子（一九三一～
　　　　
）　　
久我美
よし
子こ
（一九三一～
　　　　
）　　
岸
　
景子（一九三二～
　　　　
）
有馬稲子（一九三二～
　　
）　　
小山明子（一九三五～
　　
）
いまの若い人たちは、これらの女優の名を聞いてもピンとこないが、みなかっての銀幕の女王なのである。田中絹代は活躍期間が半世紀にもお
よんだ大女優。山田五十鈴は戦前・戦中・戦後を通じて、映画界や芝居において活躍した、これも大女優。小暮美千代は戦前にデビューし、戦後大いに活躍した。高峰三枝子も戦前から、その気品ある美しさで知られた女優。
水戸光子は、福島生れの女優であり、松竹や大映の映画によく出演したが、その風貌は色気には乏しいものであった。家庭の奥さん、上流階級
のマダムタイプのような印象をひとにあたえた。昭和三十年代
―
彼女は麻布市兵衛町のフィンランド公使館まえの坂の下
―
やゝ谷間のような
所―
にある芝生つきの家に住んでいた。ひまのとき芝生のうえでゴルフ棒をふっていた。筆者は当時中学生、坂のうえからその姿をよく見かけ
たが、こっちにむかってニッコリとほほえんだのを、いまもありありと想いだす。
原
　
節子は、日本の映画史上、最大の女優のひとりであった。当時の日本人女性としては大柄であり、身長は一六〇センチ。体格もよく、ギリ
シャ彫刻の女性のよう 、彫りのふかい顔をしていた。姉が映画監督の夫人であったことから、女学校を中退し 映画界に入った。戦前においては、日独合作映画「新しき土」 （昭和
12）のヒロインとなり、早くも海外からも絶賛されたが、女優としての円熟した、しっとりとした美しさを
みせたのは、戦後 作品においてである。
この稿をかきながら、思い出される作品は、 「青い山
脈」 （今井正、昭和
24） 、 「晩秋」 （小津安二郎、昭和
24） 、
「東京物語」 （小津安二郎、昭和
28）などであり、彼女の甘
美な声と気高いうつくしさは、当時少年であった筆者をうっとりとさせるに十分であった。
山口淑子は昭和期の女優・政治家。戦前から李香蘭の名
水戸光子
原　節子
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で国際派スターとして活躍した。かけねなしの美人女優であった。昭和四十年代後半、参院議員となった。淡島千景は、宝塚から映画界に入り、コメディからメロドラマをこなす女優であった。山本冨士子は、ミス日本にえらばれたことから映画界に入ったが、その天性の美貌と演技力をもって多くのファンを魅了した。香川京子は原
　
節子にあこがれて映画の世界に入ったが、 「東京物語」で共演できて、歓喜した。彼女は明るく清
純な娘役、女給役、奥方役など、多彩 役をこなしたが、 「ひめゆりの塔」 「近松物語」などが思い出される。
久我美子も清純派のおっとりとしたお嬢さん役がよく似あう美人女優である。 「にごりえ」 （今井正、昭和
28）や木下恵介作品において、すぐれ
た演技をみせた。岸
　
恵子は、戦後の銀幕の名花のひとりである。若いころは、みずみずしく、その声はあまったるく、魅力ある風貌で多くの観
客をひきつけた。その名をいちやく高めたのは、松竹の三部作「君の名は」 （大庭秀雄、昭和
28～
29）において、
女ヒロイン
主人公・
真ま
知ち
子こ
役を演じたこ
とによってである。ま 「雪国」 （豊田四郎、昭和
32）も忘れがたい作品である。
有馬稲子は、宝塚歌劇団の出身であり、映画に芝居に、その明るい美しさをひろうしている。小川朋子も目もとがはっきりとした美しい女優の
ひとりである。
これまで例挙した女優のなかには、すでに故人とな た者もおり、また健在な人もいる。現存する女優は、いま往年のみずみずしさはないに
ても、美人の跡をとどめている。老いてしわがふえ、すがたや顔かたちが変っても、む しの美 さは変らない。
頭髪の美。髪はいずこの国、いつの時代でも、女性美をかたちづくる重要な要素である。結
けっ
髪ぱつ
（ヘアドレッシング）はたんに髪をゆうことだけの問題でな
くて、化粧（メーキャップ） ・服装（ドレス） ・装身具（アクセサリー）などとも密接に関係し、これらが一体となって 性美を構築している。
毛髪について えば、それは哺乳動物（ひとやけも ）に特有なもの 、ふつう
―
外側の皮
ひ
質しつ
中央の髄
ずい
質しつ
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から成っている
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。人間のばあい、母胎内において、十六、七週目に前頭部に生える。やがて頭・まゆ・わきの下・陰部に毛がはえてくる。
女性美の構成要素の一つ
―
髪型
―
の変せんについて、西欧と日本のばあいについて概括してみよう。
一
　
ヨーロッパの結髪小史
古代エジプトの
髪ヘアスタイル
形
（紀元前三〇〇〇～一五九） 。
長い文明の歴史において、エジプト人は髪形も衣服もあまり変えなかった。かれらの髪はこく、黒づんでいた。それを編んだり、それにかもじ
（そえ髪）を入れたり、またカツラをかぶったりした。カツラは、人間の毛やヒツジの毛でできていた。理髪師は早い時代からおり、金持ちは自宅によび、髪を刈りそろえ、貧しい者は、木陰で刈ってもらった。
男女ともに化粧品・油・香料を用い、またクシやヘアピン（ツゲ、骨、黒たん、ぞうげな
どでできたもの） 、毛ぬき、ハサミ、カミソリなどを使用した。
古代ギリシャの髪形（紀元前六〇〇～一四六） 。はじめギリシャ人は、男も女も長い、ゆるやかにたれた髪をし、バンドでしばっていた。
女性はやがて髪をコイル状にし、はち巻でゆわくようになった。よくはやっ 髪形は、長い毛を巻き毛にし、リボンを用い、うしろにたらしたものである。また髪 まん中でわけ、いくつものうねり（ウェーブ） 頭の両わきにこし える った。
ギリシャの古代都市には、市場がたつ広場があり、その周辺には商店や理髪店もあった。
また大衆浴場や体育館もあって、オリーブ油や軟こう、香料などを体にぬ ギリシャの女性は、化粧をした。白鉛を用いそれを皮膚にすり込んだ。また口紅、油、おしろいを使用した。
古代ローマの髪形（紀元前七五三～紀元四〇〇） 。ローマ人は衣服や調髪において、ギリシャ人の影響をうけ 。市 や大衆浴場 ちかくに
古代エジプトの髪形
紀元前1380年ごろ 紀元前206～30
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は床屋がたくさんあった。男も女も熱したアイロンを使って、巻き毛（カール）をつくってもらい、また髪をうつくしく見せるために、高価な油やポマードをぬってもらった。また髪を塗めることも やっており、
〝
赤毛
〟
や〝
金髪
〟
が人気が高かった（
Joyce A
sser: H
istoric 
H
airdressing, S
ir Isaac P
itm
an and S
ons L
td, L
ondon, 1966 ） 。
初期のローマ女性の髪形は簡素なものであり、髪をまん中でわけ、頭のうしろで結んだもの
で、そこにヘアピンを差し込んだ。ときどきヘアバンドや髪かざりを用いた。
中世（四七五～十五世紀まで） 。中世以来、ヨーロッパの髪形は、国によって多少異なるにせよ、おおむね同じであるという
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。
十二世紀、女性の髪は、頭 まん中 わけ、編んでながいお下げにし、ヘアバンドかリボン
でくくった。十三世紀すえまで、髪は人目にふれないように 、ベールかあごひもでおおわれた。編んだ毛髪は、両耳にかぶさるように、頭の両側に巻きつけた。十四世紀、髪はふつう頭のまん中 分けられ、編み毛がはやった。十五世紀、通常女性は結婚まえは、髪を長いたれ毛とし、結婚してからは をかくした。しかし、むき出し 髪型をこのむ女性も多かった。
十六世紀、既婚女性はたいてい髪をかくしていた。むき出しにするときは、髪を頭のまん中
でわけ、ねじったり、巻き毛にし り、たれ毛のま にした。また に詰めものをしたり、かつらを用いることが流行した。十七世紀、女性用の つらが流行して た。髪を高 結い げ縮らせたり、巻毛にしたりし 十八世紀、髪形がひくくなり、重点 頭のう ろのほ に移っていった。髪の大部分は、巻き毛、ねじり、編み毛に て 頭のうしろで整えられた。
十九世紀、編み毛・巻き毛・束髪を用いての〝
たかまげ
〟（高く結いあげたもの）のような
ものがはやりだし そこに花 羽根 ピン リボン 真珠などを加えるよ なった。またある者は、ギリシャ風、中国風 髪を結った。二十世紀、この時代に入ると、人々の生活様式
紀元前５世紀
古代ギリシャの髪形
１世紀後期 ３世紀
古代ローマの髪形
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や衣服や髪形に、大きな変化がみられるようになった
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。ありとあらゆる髪形が生れたり、
消えたりした。流行の中心はパリであり、そこから世界各国に新しいスタイルが波及した。
ポンパドゥール（前髪をふくらませた髪型）にはじまり、ボブ（断髪
―
髪をみじかく
する）に移り、やがておおげさな結髪にもどった。これがこの時代の特徴であった。パーマは早くからあったが、女性の多くは、マルセルウェーブ（こてで頭髪につけた波形ウェーブ）を利用した。
二十世紀初頭から一九二〇年代にかけて、ショートヘア（断髪）やシングルカット（先
端がとがった断髪）が流行をみた。一九三〇年代、女性の髪 長くなり、前額部にウェーブをかけるようになった。第二次大戦中、便利な髪形が生まれたが、長い髪も人気があり、頭のてっぺんでピンでとめ り、巻き髪 した。戦後の一九四〇年代以後、あらゆる様式のみじかい髪形を好む女性が多いようだ。
こんにちのヘアスタイル（髪型）は、通信機器の発達によりますます国際的になって来
ている。
一
　
日本の結髪小史
日本民族の結髪の歴史を叙述するとき、やはり太古までさかのぼらねばならぬであろうが、石器時代の唯
一の資料は、こころもとないが〝
土偶
〟
だけなのである。
〝
アイヌ
〟
とは、人の意である。アイヌはおもに
北海道やカラフトに住んで 種族である。が、かれらがこれらの島にやって来たときすでに、
〝
コロボッ
クル〟
（アイヌ語で蕗
ふき
の下の小
こ
人びと
の意）と呼ばれる先住民族がいたらしい。
この石器時代の住民と考えられるコロボックルの穴
けっ
居きょ
（ほらあな）遺跡は、札幌のあたりに五、六〇、十
1920年代のボブスタイル
20世紀の頭形
穴居の図
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期の人類学者、東大教授）であった。坪井がアイヌ人から聞いた話だと、コロボックルはいったいに背がひくい種族という。顔のかたちは、土偶から考えると、おそらく円形であったと考えられるという。
いま問題とするコロボックルの結髪の方法は、つぎのようなものと想像された。
―
男子……頭髪を頭のうえで一つにたばね、
稍しょう
冠かんむり
下した
のようにしたもの。
女子……頭のうしろに渦巻をつくったもの。頭上に五つの束髪をのせたもの。髪を左右に等分し、ぜんたいをへの字形にしたもの。
 
注・坪井正五郎「コロボックル風俗考（第一回） 」 『風俗画報』第
90号所収、明治
28・４・
25を参照。
このように明治の中ごろに、坪井という人種学者は、このコロボックルこそ日本列島の石器時代人であり、日本人の祖父ならびにアイヌの祖先
であると唱えたが、小金井良
よし
精きよ
（一八五八～一九四四、明治から昭和期の解剖学者・人類学者）や鳥井龍蔵（一八七〇～一九五三、明治から昭和
期の考古学者・人類学者）とのあいだで論争がおこり、けっきょくは否定された。
わが国において、女性が髪を結
ゆ
うようになったのは、先史時代（文献が残っていないむかし）からである
）11
（
。神
じん
代だい
（神武天皇即位以前
―
神々が
日本を支配した時代。かみよ）以降の女性のヘアスタイルは
―
垂た
れ
髪がみ―
一いっ
髻けい
（一つに束ねた髪）
―
二髻（
銀いちょう
杏
返がえし
―
もとどりの上を二つ
に分け、左右にまげて半円形に結んだも ）
―
島田まげ
―
小二髻（中央小結髻）
―
断髪の六種という
）11
（
。
勝にもあるという。
「
是ここ
ニ
住すま
ヒシハ
　
恐おそ
ラク
　
ア
ママイノノ
前まえ
ノ
土ど
人じん
　
即すなわ
チ
コビト4
　
又また
ハ
　
コロボック
ル
　
ト
称しょう
スルモノナル
可べ
シ
　
チシマ、
アリウト
　
カラフト
杯など
ニテハ
　
今いま
モ
氏うじ
ノ
如ごと
キ
穴あな
ニ
住じゅう
スルモノ
アリ
　
図ず
ノ
如ごと
ク
　
木き
ノ
枝えた
ヲ
集あつ
メテ
　
屋や
根ね
ト
為な
ス」 （渡瀬荘三郎「札幌近傍
ピット
其その
他た
古跡ノ
ヿこと
」 『人
種学会報告』第一号所収、明治
17・
10・
17） 。
ついでアイヌの口碑（むかしからの言いつたえ）にもとづき、日本原住民（石器時代人コ
ロボックル）について論文を発表したのは、坪井正五郎（一八六三～一九一三、明治・大正
コロボックルの男女の想像図。
『風俗画報』（第90号所収，明
治28・4）より。
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［飛鳥・奈良時代・平安時代］垂れ髪は、いちばん自然な結髪であり、一すじあるいは二すじのものがあった。
〝髻
けい
〟はもとどり（髪の毛を頭のうえで束ねた所）の意である。
一いっ
髻けい
は頭
ず
上じょう
一髻ともいい、たぶさ（もとどり）が一つのもの、二髻も頭上二髻ともいい、たぶさが二つあるものをいう。
平安から室町時代になっても、一般女性に〝垂れ髪〟が好まれた。この時代、女性美の評価基準は、黒
くろ
髪かみ
（色が黒く、つやがある髪）であった。
『枕草子』 （正徳四年［九九三］から長保二年［一〇〇〇］ごろの成立。清少納言著）の第一八三段に、髪
かみ
長なが
美人のことが出てくる。それは十八、
九歳ほどの妙齢の女性であり、長いみごとな髪は足元まであり、その毛先はふさふさしていた。とてもふくよかな、愛
あい
嬌きょう
のある顔をし、抜けるように色白であった。
清少納言が寒心にたえなかったものは
―
色のくろい不器量な女性が入れ毛をしたり、透け
た薄
うす
絹ぎぬ
の単
ひとえ
衣を着ていることであった。
『更
さら
級しな
日記』 （一巻。菅原孝
たか
標すえの
娘むすめ
著。十三歳の寛仁四年（一〇二〇）から五十二歳ごろまで
の回想記）の七段に、
足あし
柄がら
山やま
（神奈川、静岡両県の境にある）のふもとの宿で、夜遊女三人
（五十歳代ひとり、二十歳ひとり、十四、五歳ひとり）を目撃した話がつづられている。彼女らの髪はとても長く、
額ひたい
髪がみ
はすごく美しい顔にかかっていた。色は白く、声もうつくしかっ
たという。『
紫むらさき
式しき
部ぶ
日記』 （平安時代のかな日記。二巻。紫式部著）に、
女にょう
房ぼう
（身分の高い女官）の
黒髪のゆ かさ、美しさについての言及がある。小
こ
大たい
輔ふ
は小柄な女性だが、髪がうつくしく、
むかしは本当にゆたかで、身長より一尺（三〇センチ）以上も長かったが、いまは抜けて分量もすくなくなった、とのべている（五
　
消息体） 。
当時、身分のひくい女は長い髪にあこがれた。それをけずるのは京都のくしであ 。平安
時代、髪の先が背たけよりも二、三〇センチも長く、ふさふさ したつやのある髪がよしとされた。このことは『源氏物語』 （平安中期の長編物語。五十四巻。紫式部著） いたるところ
先史時代の髪形
いっけい たれがみ たれがみ
（34）167
に散見する。『徒然草』 （鎌倉末期の随筆。二巻。兼好著）の第九段において、女は髪が（長く）りっぱなのが、ひとの注目を浴びるとある。すなわち「女は髪のめでたからんこそ、人の目たつべかめれ」と。髪に油をつけることは太古からあったらしく、平安時代はさねかずら（モクレン科のつる性常緑木）
の粘液を用い、洗髪料としては泔
ゆずる
（米のとぎ汁）を使った。宮中の身分の高い女性、女官らは、長い髪
を洗うために、湯ぶねを使ったり、ときに早朝から河原に出かけた
）1（
（
。髪洗いはしょっちゅうせず、月に
一、二度
）11
（ほどのものであったようだ。
王朝の髪型は、垂れ髪ばかりか結髪もあった。長い髪は、雑事をするときじゃまになるばかりか、不
便である。庶民の妻女は、垂れ髪を頭のうえで巻いたり、中央でわけた を両側でむす だり 髪 先を折り返し、元
もと
結ゆい
（髪の根をむすぶ糸、ひもの類）でむすんだりした。
平安・鎌倉時代の女子の髪形は、つぎのように要約できる。
大おお
垂すべらかし
髪
………貴族や一般庶民のたれ髪。
元もと
結ゆい
掛かけ
垂すい
髪はつ
……若い貴婦人の髪形。後方で元結で一束にする。 『源氏物語絵巻』に図がある。
そぎ尼…………
 仏門に入った貴婦人を〝
そき尼
〟
というが、髪をぜんぶ剃らないものもいる。髪をみじ
かく切って、毛先をそろえたもの。
長なが
垂すべらかし
髪
………上流の召使い、中流の妻女の髪形。背なかのあたりで結ぶ。
巻まき
髪がみ
……………長い髪は、しごとをするときじゃまなので、たれ髪を頭のうえで巻いたもの。
二ふた
筋すじ
垂すい
髪はつ
………中央でわけた髪を、両側でむすんだもの。
玉結び…………たれ髪の先を折り返し、元結でむすんだもの
）11
（
。
おおすべらかし まきがみ ふたすじすいはつ たまむすび
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室町・安土桃山時代の女子の髪形は、つぎのように要約できる。この時代、女性の髪はひじょうに短くなっている。長い髪は、ゆうのに手間が
かゝるばかりか、生活上不便であったからであろう。
島しま
田だ
髷まげ
（
日本髪の代表的な髪形。江戸時代を通じてゆわれた
）
唐から
輪わ
髷まげ
……………天正ごろ（十六世紀すえ）から流行した。出雲大社の巫
み
女こ
・阿
お
国くに
がゆっていたもの。
根ね
結ゆい
のたれ髪……前髪を切りたれて、根を白
しろ
元もと
結むすび
でむすんだもの。
玉結び（前出）束たまねがみ
髪
……………後頭部の下あたりで、ダンゴ状に髪をまとめたもの。
前まえ
髪がみ
茶ちゃ
筅せん
…………前髪をとって、茶せんのように立てたもの。
乱みだれ
兵ひょう
庫ご
…… 髪をうなじのうしろで結び、末端を突き出たようにしたもの。唐輪髷の変化したもの
）11
（
。
戦国時代から安土桃山時代にかけて、風俗（社会集団のありさま）は混乱状態にあったため、結髪も統一性を欠き、ひとびとは個人的なこのみ
にしたがい、じぶんで案出した髷をゆうようになった
）11
（
。
江戸時代、二六〇年を通じて二百七、八十ほどの髪形があり
）11
（
、その基礎的なものは江戸前期において完成し、中、後期はそれに工夫改良をくわ
えた新奇なもの たくさん生み出され ようだ。いま江戸時代の代表的な髪形をかかげるとつぎのようになる
［江戸時代
　
前期］
根ね
結ゆ
い垂
たれ
髪がみ
（うしろで束ねて、たらしたもの）
　　　
玉たま
結むす
び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
やり平
ぐるぐる（頭の上でぐるぐる巻きにしたもの）
　　
吹ふき
上あ
げ（まげをふくらませて結ったもの）
　　　　
吹ふき
返かえ
し
五段わげ
（
元禄時代に流行した髪型。ゆいあげた形が五段になっている
）　　　　
太たゆう
夫髷
まげ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
いちょうわ（まげ）
（
島田まげを、いちょうの葉の形にしたもの
）
（36）165
しまだまげ たまむすび ぐるぐるまき ふきかえし
からわまげ たまむすび
みだれひょうご
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［江戸時代
　
中期］
ばい髷
まげ
（
かんざしを頭髪の中央にたて、それに貝［ばい］の形に似せて髪を巻きこんだもの
）　　　　　　
つり舟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ごたいづけ
（
本来は俠客のあいだで流行した髪形。まげを高くゆったもの
）
櫛くし
巻まき
（
くしにまきつけて、まげとした。手軽なゆい方
）　　　　　　　　　
めがね
（
子どもの髪形。前頭部に二つの輪がならんだゆい方
）　　　　　
茶ちゃ
筅せん
（
京坂の富家、江戸の武家の未亡人らがゆった
）
切きり
髪がみ
（
髪をみじかく切りそろえげにゆわず、うしろに下げる
）
［江戸時代
　
後期］
銀いちょうまげ
杏髷
（
島田まげを、いちょうの葉の形にしたもの
）　　　　　　　　　
銀いちょうがえ
杏返し（江戸の少女に結われた）
　　　　　　　
根下り銀杏
天てん
神じん
髷まげ
（
まげの中央を毛髪でまき、かんざしで止めたもの。幕末から明治期に流行し 庶民的な結髪
）　　　　　
もたせ
（
江戸時代、大阪でおこなわれた。いちょうまげに似たもの
）　　　　　
しのびずき
じれった結び
　　　　　　　　　　　　　　　　　
だるま返し（髪をねじって頂上でとめたもの）
　　
毛だるま
（
だるま返しに、きれをかけないもの
）
馬のしっぽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
しの字髷
まげ
（
大名屋敷の女中がゆったもの。髪のうしろの形が、横からみると「し」の字に似ていた
）　　　
深川
（
江戸の深川あたりの主婦がゆってい
）
 
注・坂口茂樹『日本理髪風俗』雄山閣、昭和
47・９を参照し、手をくわえたもの。
明治・大正時代の髪形。幕藩体制が崩壊し、明治の新しい時代をむかえると、江戸は東京と改められ、武士も町人も平等な世の中になった。明治四年（一八七一）に断
髪令が発布され、従来の男子の結髪（ちょんまげ）は大変革をきたし、それを切ることになったが、女性の髪風は江戸時代とほとんど変わらなかった
）11
（
。しかし、文明開化の波にのって黒髪をすて、断髪する女性もいた（ 『新聞雑誌』明治５・３） 。そして明治二、三十年ごろまでに何十種類も
の目新しい髪形が誕生しており、枚挙にいとまがないほどである。
つぎに明治に起った、新しい髪形の例をいくつかかかげてみよう。
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［東京］芸げい
子こ
髷まげ
（
島田まげの、まげを長く、すいちょくにしたもの
　
）　　　　　　　
久く
米め
三ぞう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
かつら下（いちょう返しのまげの低い形）
［京都］粋すい
書しょ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
鹿か
ノ子
こ
天てん
神じん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
結ゆい
綿わた
（
島田まげの部分を幅ひろくゆい、その中央をしぼりちりめんで結んだもの
）
唐から
うちわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
松まつ
葉ば
蝶ちょう
ち々ょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
おきさ
四ッ目崩
くず
し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
桃もも
割わり
［大阪］新蝶大形かのこ
　　　　　　　　　　　　　　　　
三つ葉蝶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
竹たけ
の節
ふし
■
）11
（
明治十八年（一八八五）に、 「婦人
束そく
髪はつ
会」なるものがおこり、医師・渡辺鼎、経済記者・石川暎作らは衛生会において、従来のびんつけ油
（ロウと油で練りあわせ、香料をくわえたもの。江戸時代
―
元禄ごろから用いられた）でかためた日本髪の弊害を指摘し、洋髪をすすめた（明
治
18・６・
28） 。
日本髪は、通気がわるく、不潔である。髪をゆってもらうのに金や時間がかゝりすぎるばかりか、重いために頭痛やまえかがみの原因になって
いる、と主唱した。 「婦人束髪会」が宣伝したのは、新束髪
―
揚まき
―
下げまき
―
イタリア結び
―
などであった
）11
（
。
しかし、東京の下町では、日本髪は根づよい人気があった。この婦人髪改良運動に賛同したのは、東京女子師範の教師や生徒、看護婦
）11
（などであ
った。近代的な髪形は、時がたつにつれて、だんだんに開発され、やがて上流階級の婦女らは、みなに先立って新しいヘアスタイルの範をたれるようになった。
明治から大正期にかけて流行した西洋式結髪は、つぎのようなものである。
マーガレット（明治
17年［一八八四］ 、
18年ごろにおこった） …………若い女性のあいだで行われた結髪。毛先を幅のひろいリボンで飾ったもの。
162（39）
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イタリア結び（明治
18年［一八八五］ごろおこった）…………………
 たばね集めた髪を三つにわけて編み、アップスタイルにしたもの。この髪形は、うごきやすい、働きやすい利点があった。
束そく
髪はつ
（明治
18年以降、流行した）…………………………………………水油を使った髪のゆい方。大正期に定着した
）1（
（
。
夜会まき（明治
18年ごろから同
26、
27年［一八九三～…………………
 「あげまき」ともいう。頭を中央から左右にわけ 両耳のうえに巻いて輪をつく
　　　　　
九四］ごろまで流行した］ ）
　　　　　　　　　　　　　　
り、角のように突 出たもの。
ひさし髪………………………………………………………………………
 下田歌子（一八五四～一九三六 明治から昭和期の女子教育者。華族女学校・実践学園の校長）が外国から帰ってから（明治
28年［一八九五］ ） 、前髪をふくらま
せた髪をゆったことから、大正の中ごろまで流行した。
二百三高地（明治
37、
38年［一九〇四～五］の日露戦争におい………束髪を高くしたひさし髪（ひさしのように突き出た髪）のこと。
　　　　　　
て、旅順の二百三高地を占領したときにおこっ
江戸時代以来、明治・大正、昭和初期までの代表的な
〝女髪形〟といえば
―
丸まる
髷まげ
（結婚している女の髪形。頭のいただきに楕円形
のやゝ平たいまげをつけたもの）
銀いちょうがえ
杏返
し（江戸時代の童女髪が変化したもの。たぶさ
の上を二つにわけ、左右にまげて半円形に結んだもの）
などであった。
大正時代に入ると、日本髪の人気はしだいにおとろえて
いった。洋髪をまぜ加えた日本式束
そく
髪はつ
がおこなわれた。そ
イタリアむすび　　　　　　　　　　二百三高地
マーガレット　　　　　　　　　　　　やかいまき　
（40）161
やがてヨーロッパでは、断髪（髪をみじかくすること）が一九一四年（大正３）にはじまり、それが世界中に広まった。わが国で断髪がはやっ
たのは、大正十二年（一九二三）ごろからという
）11
（
。このみじかいヘアスタイルは、
ボッブ型（この髪形は、少女に多かった）シングル型（ボッブ型をやや長め したもの
と呼ばれた。
大正末から昭和初期にかけて、断髪にハイヒールをはき カフェ、ダンスホール、キネマ（映画）などに出入りし、また、スポーツなどをこの
む享楽的な若い女性が出現した。 「モダン・ガール」 （俗に〝モガ〟という）がそれである。〝ウェーブ〟
（縮
ちぢ
れ）が流行しだしたのは大正期であるが、 「鏝
こて
」 （髪をちぢらせるのに使うハサミ状の道具）に代わって、電力を使うパーマネン
トウェーブ（パーマ）の機械 横浜や神戸に入荷したのは、昭和四年（一九二二）ごろからである。昭和十年（一九三五）ごろ、山野千枝子によって国産のパーマネント機がつくられ、それが普及するようになると、美容院が営業を開始し、大盛況ぶりをしめした。当時、料金は十円から十五円ほどであった。そのころサラリーマンの月給 、五十円ほどであったから、その料金はいかに高かったかがわかる。
昭和期に入ると、少女期には、
の代表的な髪形は、つぎのようなものであった
）11
（
。
庇ひさし
髪がみ
（前出、前髪をふくらませたもの）
耳かくし（大正十年［一九二一］ごろ流行した。髪をたばねたもので、耳をおゝいかくすようにし
たもの）
行方不明
）11
（（髷なし） （髪を内側へ巻きこんだもの）
みみかくし
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お河
かっぱ
童（かっぱの頭髪に似た女の子の断髪）
三つ編みおさげ
などが多かった。ほかに一般女性の髪形につぎのようなものがあった。
洋風耳かくし（別名・ドイツ髪）ラジオ巻鉄カブト巻
日本がじょじょに軍国主義の時代をつき進むにつれて、女子のズボン姿があらわれると、
〝
夜会まき
〟
の髪形がはやってきた。昭和十二年（一
九三七）日中戦争がおこると、パーマにたいする非難がわきおこり、つい 昭和十四年（一九三九）禁止された。
昭和十五年（一九四〇）七月
―
都会から広告灯やネオンが消え、盛り場がすっかりさびれた。昭和十六年（一九四一）十二月、太平洋戦争が
はじまると、女性のヘアスタイルとして〝
鉄カブトまき
〟
がはやったが、主流は
束たばね
髪がみ
（後頭で髪をへらべったくたばねたもの、または無造作に
たばねたもの）であったようだ。
戦時ちゅうの国民生活は、おしゃれをする余裕はなく、女はモンペ姿、男は軍装一色であった。やがてわが国は三年八ヶ月ほど戦って、昭和二
十年（一九四五）八月終戦をむかえた。国内の多くの都市は、焦土と化していた。
戦後、ヘアスタイルは多様化した。終戦直後の混乱期の髪形は
なわ編み（うしろで束ねたもの）アンバランス 整わずただうしろで束ねたものか。不詳）
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などであった。が、終戦の翌年
―
昭和二十一年（一九四六）から同二十七年（一九五二）ごろの間にはやった髪形は、つぎのようなものであっ
た。
昭和二十一年（一九四六）……内
うち
巻まき
（髪を内側に巻いたもの）のロールを肩まで下げたもの。
昭和二十 年（一九四七）……長髪。三つ編みおさげ。内巻などが流行した。昭和二十四年（一九四 ）……第一回のファッション・ショー（於日劇）が開催された。昭和二十五年（一九五〇）……コールド・パーマ（熱を使わず、薬品だけで髪にウェーブをつける）の広告が雑誌にでるようになった。昭和二十六年（一九五一）……
 第二回のファッション・ショー（於銀座のキャバレー美松）がもよおされた。
―
この間、
〝新日本髪〟
（ショートヘア、
ロングヘアにかんざしや造花をつけたもの）が流行した。
昭和二十七年（一九五 ）……ポニーテール（うしろで結んでたらす髪形）がはやった。昭和二十八年（一九五三）……ショート・カットの髪形の流行昭和二十九年（一九五四）……女優オードリィ・ヘップバーンの映画「ローマの休日」の〝ヘップバーン・スタイル〟が流行した。
昭和三十二年（一九五七）には、 「日本ヘア・デザイン協会」がつくられ、日本人の手になる髪形が発表された。昭和三十七年（一九六二）秋、
「全日本美容講師会」が発足し、以降この二つの団体が、わが国の髪のデザインを競うようになった（青木英夫著『洋髪の歴史』雄山閣、昭和
46・８、一二六頁） 。昭和四十五年以降
―
女性の髪形にとどまらず、化粧や服装もいちじるしく多様化している。ひとが他人のヘアスタイルをみて、そのまねをし
ても似合う保証はなく、けっきょくはじぶんの顔立ちによって、それにもっとも合うものを選ぶしかないようだ。
一
　
東西における化粧の歴史
髪形と密接な関係があるのは
化け
粧しょう
や衣服や服飾用品（アクセサリー）でもあるが、つぎに東西における化粧の歴史についてのべてみたい。
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そのまえに〝化粧〟とは何か、その意味するところを明らかにしておこう。化粧とは、おしろいとか紅などをつけて顔などを美しくすること。われわれ 外観（みてくれ）をきれいにすることの意である。
わが国においては、時代によってその意味する範囲が異なるが、平安時代ごろから、こんにちわれわれが用いている〝化粧〟にちかい語があり
―
化相・仮相・仮装・気装・化生などの漢字を用い
）11
（、つぎのようによんだ。
［平安時代］けしゃう
　　
けさう
　　
けはひ
けしやう
　　
けさう
　　
けしやう
［江戸時代］けしやう
　　
けわい
［明治以降］けはひ
）11
（
　　　
けしょう
日本の古代の化粧の例として、石器時代の土偶、古墳時代の埴
はにわ
輪などのほおに朱
しゅ
（赤色の顔料）をぬったものがある
）11
（
。
また中国 正史『
後ご
漢かん
書じょ
』
倭わ
伝でん
」 （三世紀前半の日本の地理・風俗・社会などについて記されている）のなかに、日本人が顔や体にいれずみを
したり、体に朱
しゅ
丹たん
（朱色と赤色）をもって化粧をするといった記述がみられる。
日本語の〝化粧〟に相当する西洋語（英語、フランス語）を例挙してみると、つぎのようになる
）11
（
。
（英）
m メイカップ （またはメイキャップ）
ake-up ―
十七世紀初頭に、英詩人リチャード・クラショーが用いたといわれ、女性の念入りな化粧を意味した。
（仏）
m マキヤージュ
aquillage ―
俳優がメーキャップするときに用いる化粧品。化粧、メイキャップの意のフランス語。
（英）
p ペインティングainting ―
 シェイクスピアの時代は化粧の意。シェイクスピアは、
plastering art （しっくい術）を化粧の意で使っている（ 『ハムレット』三
幕一場） 。十七世紀に英詩人ドライデン（一六三一～一七〇〇）が用いている。美しく引き立たせるために顔や体に塗る化粧品。
（44）157
［西洋］化粧の起源は、東西ともにふるく、石器時代にさかのぼるものと考えられている
）11
（
。はじめはある種の信仰によって化粧したと思われている。未
開民族にとって、顔に化粧することは、邪悪な人間や悪霊から身をまもる〝マスク〟の役割を果していたようだ
）11
（
。
人類は有史時代からこんにちに至るまで、顔に紅やおしろい、まゆずみなどをつけ きたのである。未開人、文明人を問わず、人類はとくに顔
を彩ることをおこたらなかった。古代の文明社会では、各国独自の化粧品や化粧法を生み出している。［古代エジプト］この国では、階級や性別をこえて、だれもが化粧をした。エジプト人の化粧の特徴は、眼 輪郭やまぶた
000
を強調するために化粧することであっ
た。
用いる色彩は
眼の輪郭（緑、黒、灰色）
　
まぶた（緑、青、黒、茶色）
また灼熱から肌をまもるために膏
こう
指あぶら
（脂肪に香りをつけた化粧膏）を用いた。
たとえば、口紅のようなものをいう。
（英）
p ペイントaint ―
おしろい、化粧料。
（仏）
t トワレットoilette ―
〝化粧〟の意のフランス語。
（英）
t トイレットoilet ―
 T
oilette という語は、一五四〇年ごろイギリスに伝わり、
toilet という語ができた。化粧やトイレの意。
　　
d ドゥレスイングressing ―
化粧、着つけの意。
コールで目を化粧したエジ
プト女性
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その他の化粧品としては、つぎのようなものがある。
香こう
油ゆ―
体をきよめ、肌をやわらかくするためのもの。
顔料口紅
―
孔雀石や代
たい
赭しゃ
石せき
を原料とした。
ヘンナ染料（ヘンナは北アフリカ、西アジア原産のミソハギ科の低木。花は白く芳香がある） 。エジプト人はヘンナで手のひら、爪、足のうらを赤茶色に染めた。コール墨
すみ
（アンチモン）の粉末でエジプトの婦人は、まぶたを黒く塗めた。
古代イスラエルの女性も眼をえがいた（まぶたの縁を塗った）
―
『旧約聖書』列王紀下
　
九章三〇節およびエゼキエル書二三章四〇節） 。
［古代ギリシャ］この国では、紀元前四世紀には、すでに化粧品が使われた。が、下層階級の女性は、ふつう化粧しなかった。ギリシャ人は、ブロンドの髪やバ
ラやサルビアの香り
）1（
（を好んだ。化粧品には、つぎのようなものがある。
香油
―
髪に使われた。
顔料
―
鉛白や白亜（石灰石、貝がらなどからなる白い土）を用いた。
紅―
パエデロスの根、朱が使われた。バラ色もあ 。
ほお
―
バラ色、褐色のものもある
エジプト製コールのほか、ランプの煤
すす
も目の化粧に用いられた。
ギリシャでは、エジプトとよく似た化粧法がおこなわれ、上流階級に属する女性は、ほほや手ばかりか、乳首・しりの部分にも、指につけた紅
粉をぬる風習があった
）11
（
。
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［古代ローマ］ローマのおしゃれはギリシャの影響をうけていた。新しい化粧法としては、ローマ皇帝ネロ（三七～六八）の妻のように、ロバの乳のフロに入
ったり、ロバの乳でつくったパックで皮膚の手入れをした。また一般女性は寝るまえに小麦粉をあたためたもの、またぬらしたものを顔にぬったりした。昼間は、鉛白や胡
ご
　ふん粉（貝がらを焼いてつくった白色の顔料）の粉を顔にぬった。
またコールで目を縁どったり、ヘンナ（赤味かがったオレンジ色）やフクス（ヒバマタ属
―
緑褐色の海
かい
藻そう
）でもって、ほほや唇をぬった。ロ
ーマでは、肌を白くするのが化粧の基本とされ、入浴がさかんにおこなわれた。
化粧品には、つぎのようなものがある。
口紅―
バラ色。
眉ずみ（コール）
―
アンチモン、鉛、すずでつくったもの。
顔料―
アヤメの根を粉にしたものも用いた。
［中世］中世とは、古代と近代との間の時代をいう。この時代どのような化粧品が使われたものか、よくわかっていない。きびしい気候や疫病がまん延
したために最小限の化粧ですませたようである。僧侶は化粧することを、
虚きょ
飾しょく
のあらわれと見なしていたから、化粧をしない女性に薬草や軟こ
うを用いることを勧めた。
しかし、中世ヨーロッパの上流階級の女性は、血の気がなく
〝
青白く
〟
みられることを望んだために、血をとったり、顔に白い顔料をつけた
りした。街や村の住人は化粧品を製造元から手に入れたが、化粧品の販売を専門 する行商人からもとめることもあった。中世において盛んに化粧したのは売春婦であった。
中世紀、ほおを白く化粧することが知られ、十五世紀 北イタリアにおいて、古 の化粧法が復活 た
）11
（
。象
ぞう
牙げ
のように白いひろい額
―
細いま
ゆ―
小さな唇
―
などが好まれた。白やピンク色の水溶性顔料や香水などが、スペイン、フランス、イギリスなどで用いられるようになった。
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また中世において好まれた口紅の色は、つぎのようなものであった。
フランス……深紅色。
　　　　　　
ドイツ………オレンジ系
スペイン……ピンク系のもの。
　　
イギリス…
　　
〃
またまぶたにつけるアイシャドーとしては、つぎのような色が好まれた。
フランス人……緑、青、灰色、茶、紫、空色。イギリス人……灰色。
十七世紀後半になると、おしろい・口紅・髪粉・付けぼくろなどが 性別を問わずさかんに用いられた。十八世紀は、女性の世紀といわれた。
結髪師、美容師らが活躍し、化粧品がさかんに消費され 。
十八世紀はじめ、イタリアやスペインではじまった濃厚な化粧が、フランスやイギリスでおこなわれた。十九世紀になると、
〝
顔に色をぬる
〟
どぎつい化粧法は、はや なくなった。代わって、
〝青白い感じ〟の化粧がはやってきた。
鉛えん
白ぱく
（塩基性炭酸鉛を成分とする白色塗料）を使った白粉は、人体に有害であることは古くからわかっていたが、一八六六年（慶応２）になる
と、こんにちのような亜
あ
鉛えん
化か
の白粉が発明された。
十九世紀末から二十世紀にかけて、ヨーロッパを中心に化粧品の製造技術は、めざましい発達をとげた。化粧品は大衆化し、多量につくられる
ようになった。
棒リップスティック
紅
が生まれ、一九三〇年以来、マニキュア、ペディキュア（足の
美び
爪そう
術じゅつ
）がはやりだした。第二次大戦後は、働く女性が
一般的になると、かんたんで便利な化粧法がこのまれるようになり、映画や雑誌の発達とあいまって、化粧品もますます大衆化し、世界共通のものとなっていった。
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［東洋］インドでは眉
まゆ
を青色にそめたり、眉
み
間けん
に〝花
か
弁べん
〟（花びら）や〝星形〟をえがいたりする風習があった。やがてそれらの化粧法は中国に伝わり、
青せい
黛たい
（青いまゆずみ）
花か
鈿でん
（婦人がひたいにはりつけた飾り）
と呼ばれる化粧法として広まった。
青黛の材料は、インド産のインジゴ（洋
よう
藍あい
）や海南島産の青石という
）11
（
。
中国における化粧に関するいちばん古い記録は、 『詩経』 （中国最古の詩集。各地の歌謡三千余から孔子が三〇五編えらんだもの
―
前六世紀ご
ろ）にみられる〝蛾
が
眉び
〟（細長く弓形の美しいまゆ）であり、貴婦人たちは消
け
し炭
ずみ
や木炭などを用いて眉をえがいた。
口紅や白
おし
粉ろい
も古くから使われた。口紅の材料は、辰
しん
砂しゃ
（湖南省の一地方で産するものが有名。深紅色の鉱石）か赭
あか
土つち
であり、おしろいのそれは、
鉛白か滑
かつ
石せき
（マグネシウム・珪
けい
酸さん
から成る鉱物）の粉を用いた。
日本の化粧史。わが国の古墳時代（三世紀末から七世紀ごろまで）におこなわれた化粧法 埴輪や土偶の顔面にみられる〝赤化粧〟であり、男女ともに両ほ
ほ・ひたい・あごなどに朱色で模様をえがいた。日本の古代の化粧法は、丹
あか
土つち
をその体にぬるようなものであった。七世紀に入ると、中国から鉛
なまり
おしろい・香料 鏡
かがみ
などが輸入され、宮中の裕福な女性らが用いた。
紅べに
花ばな
（きく科の越年生植物。夏、紅色をおびた黄色の頭状花が咲く。花から染料のべにをとる）は、推古天皇（五五四～六二八）のとき、高句
麗の僧・曇
どん
徴ちょう
（六一〇年渡来）が伝え、日本各地で栽培され、紅
べに
（べにばなの花びらをしぼって製したもの）の国産化がはじまった。
鉛えん
白ぱく
（おしろい）は、奈良の元興寺の僧・観
かん
成せい
が唐の製法にならい、はじめて鉛粉をつくり、それが国内に普及した。ほかに米やアワからつく
った白粉もあった。
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奈良時代は、唐の風俗がほとんどそのまゝはやった。上流階級の女性は、顔におしろいをぬり、唇には紅をさし、眉をえがき、眉間には花
か
鈿でん
を
つけた。平安時代になると、おしろい化粧は、貴婦人ばかりか遊女や舞
ぶ
妓ぎ
（まいひめ）まで広まったが、鉛粉の供給がゆたかでなかったので、も
ち米やアワの粉で代用した。またこの時代、歯
は
黒ぐろ
め（おはぐろ）が男女ともにおこなわれた。
鎌倉時代、武士は化粧しなかった。が、室町時代に入ると、武士も女子もはぐろをおこなった。桃山時代、明から白粉が多量に輸入された。紅
はおもにほおにつけられた。江戸時代になると、化粧はさらに発展し、おしろい・ほお紅・口紅のほか、
髪かみ
油あぶら
（つばき油、なたね油、びんつけ
油）などが流行した。ほかに化粧水として、
〝へちま水〟
（ウリ科のつる性一年草。へちまの茎
くき
から採った水）が、美顔料として用いられた。
明治時代になると、欧米からあたらしい文化・ 入ってきた。化粧法・化粧品も洋風になり、革新された。有害な鉛白は禁止となり、代わ
って亜鉛華および二酸化チタン、油性のおしろいに変っ 。紅も
―
棒紅・練
ねり
紅・水
みず
紅に改善された。
美顔料としては、
―
小こ
町まち
水すい
…………明治十一年（一八七八）発売。
クリーム………明治四十一年（一九〇八）に発売。化粧下に、マッサージ用に、洗顔料にひろく使われた七なな
色いろ
粉こな
白おし
粉ろい
……大正六年（一九一七）資生堂が発売した、
〝有色おしろい〟のはじまり。
化粧品が変わると化粧法も変化し、素
す
はだの美しさを自然にみせるために、うす化粧に移っていった。
第二次世界大戦後、女性の社会進出にともなって美容の習慣が伸長し、日常の化粧に顔や頭髪、顔
（フェイス・リフティング）
の若返り術ばかり、手や爪までより美しくみ
せることが加わり、
マニキュア（手の美容術）
　　　
つ（ビューティー・スポット）
けぼくろ
ペディキュア（足爪 化粧）
　　
毛ぞめ
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なども取りいれられるようになってきた。
いまや美容（容姿を美しくすること）は、一般化し、化粧品もまた生活必需品の一部になってきている。このように化粧というものが、太古のむかしからすたれないのは、人にはじぶんをより美しくみせたいといった先天的な願望があるからであろ
う。美しくありたいのは、洋の東西を問わず、すべての女性の大きな願いなのである。
一
　
ヘア・ドゥライア
これは洗
せん
髪ぱつ
のあと必要不可欠な、ぬれた髪をかわかしたり、好みのヘアスタイルにするための器具である。おもに美容院におけるすえ置き型と
家庭において手にもって使う型の二種類がある。後者を英語では
 h ヘアair d ドゥライアryer, p ポータブルortable h ヘアair d ドゥライアryer, b ブロゥlow
 d ドゥライアryer, b ブロゥlow
 w ウェイヴ
ave という。
このヘア・ドゥライアを最初に発明し、その特許をとったのは、フランスの理
コワフー ル
髪師アレクザンドル＝フェルディナン・ゴドフロイであり、一八
八八年（明治
21）のことであるらしい（ 『ニューヨーク・タイムズ・マガジン』二〇一三・七・二一付） 。はじめて携帯型のヘア・ドゥライアが市
場に現れたのは、一九二五年（大正
14）であったが、出力（ワット）は一〇〇しかなく、髪をすぐかわかすことができなかった。おまけに重量が
一キロもあっ 。鋼鉄と亜鉛でできていたからで る。
その後の二十年間
―
デザインを改め、出力の増強をはかった結果、出力三〇〇ワットまで上げることができた。一九六〇年代、技術の進歩に
より、出力は五〇〇ワットに達した。ヘア・ドゥライアは、髪を洗ったのち使わ ことから、それをぬれた手でさわったり、その内部に水が入ったり、あるい フロの中に落したりし、感電もしくは感電死するケースも った。
一九七〇年代後半、製造業者は、そ 安全性の向上にいっそうの注意をむけるようにな 。ヘア・ドゥライアのパワーは、電気モーターに左
右された。よ 小さな、効率のよいモーターが開発され、空気流と熱の出力が大 に増大した。一九九〇年代になると、携帯型のヘア・ドゥライアの出力は、一五〇〇ワットをこえた。こんにち出力二〇〇〇ワットを超え、髪をいままで以上に早くかわかすことができるようになった。
携帯型のヘア・ドゥライアを新たに開発するとき考慮すべき点 、電熱量の力である。あたたかい空気は、つめたい空気よりもよけい湿気を吸
収するから、空気流の温度はきわめて重要になってくる。一定の温度を計算し、ヤケドをせずにすむ最高温度がわかれば、発熱体にとって必要なパワー量が計れる。それが可能になってはじめて、髪を急速 かわかすのに十分な熱を生みだ る。
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しかし、髪の温度をただ上げればよいというわけではない。熱気は、水分を効率よくとりのぞくために、頭髪の間をすばやく通りぬける必要が
ある。だから送風扇の効率もじゅうぶんな考慮を要する。
日常用いる器具である以上、その安全性が重要になってくる。それを使っているとき、熱くなってきて、使用者がヤケドをするようなことが起
ってはならぬ プラスチック製のケースは、きもちよい温度にたもたれ、加熱したり、火が出てはならぬ。そのためメーカーは、線
コイル
輪があつくな
りすぎたら温度を下げる ウィッチをつけている。
この遮断スウィッチは、もし送風扇 モーターがうごかなくなったとき、加熱コイルを止めることができる。その他、考えねばならぬ点は、ヘア・ドゥライアの目方と デザインである。使いやすい目方 五〇〇グラムという
）11
（
。ヘア・ドゥライアの使
用者は、その機能ばかりか、ケースの色あいにも敏感である。世界中でいちばん好まれる色は、
〝青〟であり、ついで〝赤〟 〝緑〟であるようだ。
あとがき美とは心にここちよい感情を生じさせるもののことであろう。女性美 基準は、時代や人によってだいぶん異なり、けっ ょくは各人の主観に
よるところが大きい。美術史上の美人の標準も、各時代のはやりや個人的な好みによって左右されるところが大きい。明治・大正の美人評をみても、美人の基準をいちがいに言えない。各人各様の尺度があ ようだ。ただいえることは、美人は、顔だちや姿のよさだけにとどまらず、精神美（品位）がともなわないと美人にみえないのである。
わが国も世界の美女と肩をならべることができる佳
か
人じん
をたくさん生み、歴史にその名をとどめている。男も女も身のこなしに気を配るが、こと
に女性美を構成するものは髪形や化粧であり いずこの国も長い変せんの歴史をもっている。女性にとって結
ゆい
髪はつ―
化粧
―
衣服
―
アクセサリ
ーは、一つになっており、不可分の関係にあるといえる。
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